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さ
せ
て
頂
く
こ
と
は
光
栄
で
あ

り
、
役
員
一
同
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

会
報
１
９
０
号
受
領
時
に
、
ま

だ
記
録D

V
D

を
ご
覧
に
な
っ

て
い
な
い
先
生
も
お
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。D

V
D

よ
り
一
部

写
真
を
抜
粋
し
紹
介
い
た
し
ま

す
（
２
面
に
掲
載
）。
是
非
こ
の

記
録
映
画
を
お
手
元
に
置
か
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

紙
面
紹
介

会
長
挨
拶 

１

Ｄ
Ｖ
Ｄ
制
作 

１
〜
３

特
別
講
演 

４
〜
５

ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞 

５

就
任
挨
拶 

６
〜
10

人
事
異
動 

６

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー 

11

叙
勲
感
想 

12
〜
13

各
地
ゐ
の
は
な
会 

13
〜
14

日
本
薬
理
学
会
年
会 

14

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム 

15
〜
16

研
修
医
だ
よ
り 

16

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル 

16

学
内
情
報 

17

課
外
活
動
団
体
だ
よ
り 

18

著
書
紹
介 

19
〜
20

会
員
か
ら 

21

欧
州
医
学
史
巡
り 

21

雑
文
雑
談 

22

地
区
ゐ
の
は
な
会
報 

23

編
集
後
記 

24

　

７
月
に
第
１
８
９
号
会
報
と

と
も
に
記
録D

V
D

「
千
葉
大

学
医
学
部
旧
本
館
：
85
年
の
記

憶
」
の
ご
案
内
が
同
封
さ
れ
ま

し
た
。
令
和
６
年
に
１
５
０
周

年
を
迎
え
る
医
学
部
に
お
い
て

旧
本
館
（
旧
病
院
）
は
精
神

的
支
柱
と
な
る
建
造
物
で
あ
る

こ
と
が
実
感
さ
れ
ま
す
。
現
役

の
同
窓
生
も
こ
の
１
５
０
年
近

い
歴
史
の
中
の
一
コ
マ
で
あ
り
、

次
世
代
の
同
窓
生
が
臨
床
、
研

究
、
教
育
、
行
政
な
ど
多
方
面

に
渡
っ
て
新
た
な
歴
史
を
作
っ

て
い
く
は
ず
で
す
。
多
く
の
先

達
の
努
力
と
功
績
は
、
亥
鼻
台

で
学
ぶ
学
生
、
医
学
部
附
属
病

院
・
関
連
施
設
勤
務
の
先
生
、

他
大
学
や
他
都
道
府
県
で
活
躍

の
先
生
、
他
大
学
卒
業
後
本
学

に
勤
務
さ
れ
る
先
生
、
皆
等
し

く
千
葉
医
学
の
伝
統
を
受
け
継

い
で
い
ま
す
。
創
立
１
５
０
周

年
を
迎
え
る
こ
の
時
期
に
同
窓

会
長
、
同
窓
会
役
員
の
仕
事
を

ゐ
の
は
な
同
窓
会

 

へ
の
寄
附

故 

奥
井　

勝
二
先
生
（
昭
28
）

ご
遺
族　

奥
井　

泉
様

 

三
十
万
円

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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　旧本館記録DVD作成にご協力いただいた前
東京女子医科大学消化器外科山本雅一教授は、
中山会宇都宮記念病院院長としてご活躍です
が、７月には中山恒明記念館を完成させ、今秋
には一般公開予定とのことです。女子医大にお
ける中山先生ゆかりの手術器具、写真その他貴
重なものを移送し展示されるとのことです。

お 知 ら せ



第 190 号 ＤＶＤ制作 （ 2 ）ゐ の は な 同 窓 会 報

千葉大学医学部旧本館が85年の歴史に幕を下ろすことになり、ゐのはな同窓会はメモリアル事業の中で、そ

の保存について４年に渡り議論を重ねてきた。「旧本館の記憶を永遠のものにするため映像で残す」それが同

窓会役員の総意だった。旧本館に刻まれた千葉医学の伝統は今も私たち同窓の体に脈々と受け継がれている。

完成した記録映画が、先人たちの築いてきた伝統を未来へと継承していく一助となることを祈念する。

 千葉大学ゐのはな同窓会　16代会長　吉原　俊雄（昭和53年卒業）
 （千葉大学医学部　旧本館DVD　裏表紙より）

眼科実習

戦時中

手術室実習

消化器外科医　中山恒明先生（1910～2005）

外科医　鈴木五郎先生（1898～1990）

手術室実習２

組織実習

精神科医　佐藤壹三先生（1921～2017）

 （千葉大学医学部　旧本館　DVDより）



（ 3 ） ＤＶＤ制作  第 190 号

考
え
る
こ
と
が
、
大
学
人
・
同

窓
会
の
あ
り
か
た
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
ま
た
千
葉
市
民
・
県

民
に
と
っ
て
も
地
元
の
シ
ン
ボ

ル
的
歴
史
建
造
物
と
し
て
誇
り

を
感
じ
て
ほ
し
い
建
物
で
あ
る
。

こ
の
作
品
を
見
て
、
関
係
者
に

は
旧
本
館
の
保
存
・
再
利
用
の

決
断
と
実
行
を
期
待
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
の
映
像
制
作
で
も
あ
っ

た
。
こ
の
映
像
が
皆
様
の
青
春

時
代
を
思
い
出
す
束
の
間
の
イ

メ
ー
ジ
と
な
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。

る
継
続
性
を
有
し
て
お
り
、
二

度
と
建
て
る
こ
と
が
で
き
な
い

歴
史
的
建
造
物
と
言
っ
て
よ
い
。

　

昭
和
初
期
の
公
共
建
築
は
モ

ダ
ン
建
築
の
粋
を
極
め
た
作
品

が
多
い
。

　

旧
本
館
は
、
解
体
も
保
存
も

未
だ
厳
密
に
は
定
ま
っ
て
い
な

い
。「
登
録
有
形
文
化
財
ま
た

は
重
要
文
化
財
」
級
の
価
値
が

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
利

用
さ
れ
続
け
る
建
物
で
あ
る
こ

と
を
前
提
と
し
て
将
来
設
計
を

努
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　

編
集
作
業
は
お
よ
そ
２
週
間
、

連
日
徹
夜
で
行
な
わ
れ
た
。
編

集
終
了
後
に
音
楽
を
、
最
後
に

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
入
れ
て
テ
ロ
ッ

プ
を
挿
入
す
る
。
私
た
ち
は
草

刈
正
雄
氏
、
伊
藤
洋
三
郎
氏
の

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
も
同
席
し
た
。

映
像
の
世
界
に
絶
妙
な
口
調
で

語
り
を
入
れ
込
む
作
業
に
、
プ

ロ
の
技
あ
り
を
肌
で
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
映
像

は
第
八
の
芸
術
と
言
わ
れ
て
い

る
。
制
作
の
一
部
始
終
に
つ
い

て
、
多
く
の
専
門
家
の
知
恵
と

才
能
を
集
め
て
制
作
す
る
と
い

う
総
合
芸
術
に
身
を
も
っ
て
体

験
で
き
た
こ
と
は
幸
運
で
あ
っ

た
。

　

医
学
部
旧
本
館
は
千
葉
大
学

の
中
で
最
も
古
く
東
洋
一
を

誇
っ
た
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
あ

る
。
国
力
の
増
し
つ
つ
あ
っ
た

昭
和
初
期
の
時
代
に
国
家
予
算

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
設
計
者
の

ほ
と
ば
し
る
意
気
込
み
を
吹
き

込
ん
だ
建
物
で
あ
る
こ
と
が
、

今
回
の
映
像
制
作
に
参
加
し
て

は
じ
め
て
わ
か
っ
た
。
大
学
時

代
、
ひ
た
す
ら
研
究
に
勤
し
ん

で
い
た
当
時
は
建
物
に
対
し
て

何
の
鑑
賞
も
な
か
っ
た
こ
と
を

今
に
な
っ
て
恥
じ
て
い
る
。
こ

の
建
物
は
病
院
建
築
史
上
エ

ポ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン
グ
な
建
物
で

あ
り
、
古
び
た
と
思
わ
せ
な
い

素
材
の
力
・
デ
ザ
イ
ン
の
力
を

備
え
時
代
の
変
遷
に
対
応
で
き

①
千
葉
大
学
医
学
部
の
歴
史
を

詳
細
に
調
べ
る
中
で
、
１
５
０

年
の
歴
史
の
重
さ
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
。現
在
の
年
齢
に
な
っ

て
知
っ
た
こ
と
も
大
き
く
、
も
っ

と
若
い
時
に
こ
の
役
を
引
き
受

け
て
い
た
な
ら
ば
関
心
を
示
さ

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
に
。

②
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
制
作
は
事
実

を
徹
底
的
に
追
及
し
て
裏
を
と

り
な
が
ら
進
め
て
ゆ
く
。
新
倉

美
帆
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
調
査
に

膨
大
な
時
間
を
費
や
し
て
い
た
。

そ
し
て
実
際
に
カ
メ
ラ
を
回
し

た
長
さ
は
、
50
分
映
像
の
30
倍

以
上
撮
影
し
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
調
査
と
撮
影
を
並
行
し
て

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ィ
に
ふ
さ
わ
し

い
題
材
を
取
り
上
げ
て
ド
ラ
マ

を
作
り
上
げ
て
ゆ
く
手
法
で
あ

る
。
さ
ら
に
制
作
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
、N

H
K

の
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ィ
部
門
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
人
達
に
お
願
い
で
き
た
こ

と
も
大
き
か
っ
た
。
人
気
カ
メ

ラ
マ
ン
の
小
林
正
英
氏
と
金
尾

礼
仁
氏
、
照
明
担
当
の
工
藤
和

雄
氏
、
音
声
担
当
の
塚
越
貴
大

氏
、
さ
ら
に
特
筆
す
べ
き
は
カ

リ
ス
マ
的
存
在
の
音
楽
効
果
担

当
・
黒
田
正
信
氏
を
招
く
こ
と

が
で
き
た
。
あ
た
か
もN

H
K

の
全
国
放
送
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ィ
制
作
を
思
わ
せ
る
陣
容
が

集
ま
っ
た
。「
類
は
友
を
呼
ぶ
」

が
ご
と
く
新
倉
美
帆
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
の
実
力
、
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
金
尾
礼
仁
氏
の
献
身
的
な

で
あ
る
が
、
計
画
は
昭
和
２
年

に
始
ま
っ
た
。
す
な
わ
ち
歴
史

資
料
は
95
年
前
に
遡
る
。
そ
の

当
時
の
資
料
が
存
在
す
る
の
か

し
な
い
の
か
。
あ
れ
ば
ど
こ
に

保
存
さ
れ
て
い
る
の
か
。
皆
目

見
当
が
つ
か
な
い
と
こ
ろ
か
ら

の
出
発
で
あ
っ
た
。

　

撮
影
開
始
の
数
か
月
後
、
幸

い
に
も
、
偶
然
に
建
設
当
時
の

資
料
が
旧
本
館
倉
庫
の
片
隅

に
眠
っ
て
い
る
の
を
発
見
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
建
設
当
時
の

設
計
図
・
平
面
図
・
内
装
仕
様

書
・
会
議
議
事
録
ま
た
戦
時
中

の
古
記
録
や
金
属
供
出
の
リ
ス

ト
な
ど
も
出
て
き
た
。
こ
れ
は

千
葉
大
学
施
設
環
境
部
の
三
好

聖
子
事
務
官
の
お
か
げ
で
あ
る
。

そ
し
て
長
年
に
わ
た
り
旧
本
館

の
管
理
人
を
務
め
た
花
澤
富
夫

氏
の
存
在
も
大
き
い
。
旧
本
館

の
病
院
時
代
の
内
部
構
造
を
知

る
生
き
字
引
的
存
在
で
あ
っ
た
。

発
見
さ
れ
た
資
料
と
彼
の
案
内

で
旧
本
館
の
構
造
が
詳
細
に
把

握
で
き
た
次
第
で
あ
る
。
お
二

人
の
協
力
な
し
で
は
今
回
の
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ィ
が
完
成
し
な

か
っ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
。
そ

の
他
、
実
に
多
く
の
諸
先
輩
や

関
係
者
が
快
く
協
力
し
て
く
れ

た
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
た

い
。

　

今
回
の
映
像
制
作
の
企
画
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
を
任
さ
れ
た
こ
と

は
、
私
と
し
て
も
大
き
な
勉
強

に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

い
50
分
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ィ

作
品
と
す
る
。

２
．
５
分
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

ビ
デ
オ
を
作
り
同
窓
会H

P

や

各
地
の
同
窓
会H

P
に
ポ
ス
ト

す
る
。

３
．
50
年
後
１
０
０
年
後
の
ゐ

の
は
な
同
窓
会
が
旧
本
館
映
像

を
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
１
５

０
分
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
を
４
Ｋ

で
保
存
す
る
。

４
．
俳
優
の
草
刈
正
雄
さ
ん
と

伊
藤
洋
三
郎
さ
ん
に
ナ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
お
願
い
す
る
。

５
．D

V
D

は
販
売
形
式
を
と

ら
ず
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会
へ
の

ご
寄
付
の
返
礼
品
と
し
て
差
し

上
げ
る
。

　

吉
原
会
長
と
私
は
企
画
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
、
制
作
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

企
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
役
割

は
多
義
に
わ
た
っ
て
い
る
。
歴

史
的
資
料
の
提
供
、
歴
史
を
知

る
人
物
紹
介
、
各
研
究
室
・
診

療
科
へ
の
橋
渡
し
、
医
学
部
の

様
々
な
裏
話
の
紹
介
、
撮
影
許

可
申
請
、
ロ
ケ
現
場
へ
の
帯
同
、

制
作
費
の
相
談
な
ど
で
あ
る
。

　

旧
本
館
は
昭
和
11
年
の
竣
工

　

２
０
２
１
年
10
月
８
日
千
葉

大
学
医
学
部
旧
本
館
は
85
年
の

歴
史
に
幕
を
降
ろ
し
た
。

　

千
葉
大
学
ゐ
の
は
な
同
窓
会

で
は
、
済
陽
高
穂
前
会
長
の
時

代
か
ら
医
学
部
旧
本
館
閉
鎖
に

あ
た
り
、
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
と

し
て
旧
本
館
の
処
遇
を
検
討
し

て
き
た
。
続
く
吉
原
俊
雄
会
長

の
も
と
、
旧
本
館
を
映
像
の
形

で
残
す
具
体
策
が
決
ま
っ
た
。

N
H

K

の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ィ

制
作
を
専
門
と
す
る
新
倉
美
帆

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
招
き
、「
千

葉
大
学
医
学
部
旧
本
館
85
年
の

記
憶
」
と
題
し
て
制
作
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
２
０
２
１
年
４

月
か
ら
撮
影
が
開
始
さ
れ
、
２

０
２
２
年
７
月
に
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ィ
作
品
が
完
成
し
た
。
実

に
15
か
月
を
か
け
た
こ
と
に
な

る
。
最
終
的
に
次
の
よ
う
な
内

容
と
な
っ
た
。

１
．
す
べ
て
４
Ｋ
で
撮
影
を
行

ゐ の は な 同 窓 会 報

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ィ

「
千
葉
大
学
医
学
部
旧
本
館
85
年
の
記
憶
」

�

の
制
作
に
あ
た
っ
て

�

副
会
長　

栗　

原　

正　

利
（
昭
54
）

〈寄附金要綱〉
　この作品は販売の形式をとらず、千葉大学ゐのはな同窓会の旧本館メモ
リアル事業に対して、3,000 円以上のご寄附（但し寄附控除の対象外）をさ
れた方に返礼品として１部お送りすることにしています。複数部ご希望の
場合は、3,000 円×希望数の金額をお振込みいただき、通信欄に希望数を
ご記入いただけますようお願いいたします。（例：9,000 円振込み　DVD３
部希望）
　頂いたご寄附は DVD制作費や、今後の企画に使用させていただきます。
　その他詳細はHPまたはゐのはな同窓会事務局までお問い合せください。

〈お問合せ先〉
千葉大学ゐのはな同窓会事務局
Tel：043-202-3750　　e-mail：info@inohana.jp
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チ
ー
ム
プ
レ
ー
が
必
要
と
い
う

こ
と
は
、
当
然
そ
の
臨
床
試
験

計
画
や
運
用
段
階
に
お
い
て
も

多
職
種
の
協
働
が
不
可
欠
で
す
。

　

臨
床
研
究
、
臨
床
試
験
に
関

す
る
ル
ー
ル
・
規
制
は
研
究
手

法
、
情
報
技
術
の
発
展
と
共
に

複
雑
、
厳
格
に
な
り
つ
つ
あ
り
、

一
研
究
者
が
臨
床
・
教
育
で
忙

殺
さ
れ
な
が
ら
臨
床
研
究
を
行

う
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
そ
れ
で
も
医
療
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
源
泉
で
あ
る
臨
床
現

場
か
ら
希
少
疾
患
や
難
病
、
真

の
患
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

エ
ビ
デ
ン
ス
を
発
信
す
る
た
め

に
は
、
こ
の
過
酷
な
道
を
導
く

「
よ
き
パ
ー
ト
ナ
ー
」
が
必
要
不

可
欠
と
考
え
、
２
０
２
０
年
か

ら
臨
床
試
験
部
に
赴
任
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
研
究
者
に

と
っ
て
頼
れ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と

な
れ
る
よ
う
大
学
で
の
研
究
支

援
基
盤
の
整
備
、
運
営
に
精
進

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
今
後
と

も
皆
様
か
ら
の
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
の
研
究
の
発
展
に
つ
い
て
、

暖
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け
る

と
大
変
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

究
の
社
会
実
装
の
重
要
性
に
つ

い
て
、
認
識
を
新
た
に
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

化
の
改
善
ば
か
り
で
な
く
、
加

齢
に
伴
う
フ
レ
イ
ル
の
改
善
が

得
ら
れ
る
こ
と
、
既
存
の
老
化

細
胞
除
去
薬
で
み
ら
れ
る
副
作

用
（
血
球
減
少
な
ど
）
が
認
め

ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
今
回
、
蓄

積
し
た
老
化
細
胞
を
除
去
で
き

る
様
に
設
計
し
た
「
老
化
細
胞

除
去
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
」
に
成

功
し
、N

ature

の
姉
妹
誌
に
発

表
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
回

の
研
究
成
果
に
対
す
る
反
響
は
、

我
々
が
予
想
し
て
い
た
以
上
に

大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。
発
表

の
翌
日
に
はN

H
K

ニ
ュ
ー
ス

に
て
報
道
さ
れ
る
と
と
も
に
、

朝
日
新
聞
や
読
売
新
聞
を
は
じ

め
と
し
た
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に

取
り
上
げ
ら
れ
、Yahoo

サ
イ

ト
の
ト
ッ
プ
に
も
取
り
上
げ
ら

れ
た
。T

he Japan T
im

es

で
の
報
道
を
見
た
と
い
う
海

外
の
テ
レ
ビ
・
新
聞
の
取
材
が

大
変
多
か
っ
た
こ
と
に
も
驚
い

た
。
さ
ら
に
、
国
内
や
米
国
だ

け
で
な
く
、
中
東
や
欧
州
の
ベ

ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
リ
ス
ト
か

ら
投
資
の
ご
提
案
も
い
た
だ
い

た
の
で
、
起
業
化
の
計
画
を
進

め
て
い
る
。
私
自
身
、C

ell
や

N
ature

、N
ature M

edicine

な
ど
のjournal

に
研
究
成
果

を
発
表
し
て
き
た
経
験
が
あ
る

が
、
今
回
の
様
な
反
響
を
い
た

だ
い
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
今

回
の
経
験
を
通
じ
て
、
こ
の
研

胞
に
お
い
て
特
異
的
に
発
現
し

て
い
る
候
補Seno-antigen

を

い
く
つ
か
同
定
し
た
。
そ
の
中

で
、
ヒ
ト
の
加
齢
と
関
連
が
示

唆
さ
れ
て
い
るSenescence-

associated glycoprotein

（SA
G

P, 

別
名G

P
N

M
B

）

に
つ
い
て
ま
ず
検
討
を
進
め
た

と
こ
ろ
、SA

G
P

は
細
胞
膜
や

ラ
イ
ソ
ゾ
ー
ム
に
局
在
す
る
膜

分
子
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

ま
た
、SA

G
P

は
分
裂
老
化
に

伴
う
ラ
イ
ソ
ゾ
ー
ム
機
能
不
全

を
改
善
す
る
こ
と
で
、
老
化
細

胞
に
お
い
てSurvival factor

と
し
て
働
い
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
我
々
は

SA
G

P

がSenolysis

の
標
的

と
な
り
う
る
と
考
え
、SA

G
P

遺
伝
子
座
を
含
むBA

C
 clone

にD
T

R
-L

uciferase

を
導

入
し
たT

ransgene

用
い
て
、

SA
G

P

陽
性
老
化
細
胞
を
標
識

し
つ
つ
除
去
で
き
る
マ
ウ
ス
モ

デ
ル
を
確
立
し
た
。
そ
の
結
果
、

SA
G

P

陽
性
老
化
細
胞
を
除
去

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
脂
肪

食
負
荷
に
よ
る
糖
代
謝
異
常
や

イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
の
可
逆
的

な
改
善
や
動
脈
硬
化
プ
ラ
ー
ク

の
可
逆
的
な
退
縮
が
見
ら
れ
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
さ

ら
に
、SA

G
P

陽
性
老
化
細
胞

を
除
去
で
き
る
よ
う
に
設
計
し

た
ワ
ク
チ
ン
を
開
発
し
、
肥
満

マ
ウ
ス
や
高
齢
マ
ウ
ス
に
投
与

し
た
と
こ
ろ
、
高
カ
ロ
リ
ー
食

誘
導
性
の
代
謝
異
常
や
動
脈
硬

唆
し
て
き
た
（C

irculation 
2002, 2003, 2006, E

M
B

O
 

J 2004, N
ature 2007, N

at 
M

ed 2009, C
ell 2012, C

ell 
M

etab 2012, 2013, 2014, 
C

ell R
ep 2014, 2018, N

at 
C

om
m

un 2015, N
ature 

A
ging 2021

）。
し
か
し
な
が

ら
、
細
胞
老
化
シ
グ
ナ
ル
を
直

接
抑
制
す
る
こ
と
は
、
が
ん
化

に
つ
な
が
る
た
め
臨
床
応
用
す

る
の
は
困
難
で
あ
る
。
最
近
、

老
化
細
胞
除
去
（Senolysis

）

に
よ
っ
て
病
的
老
化
形
質
を
改

善
で
き
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
治
療
方
法
に
お

い
て
はoff-target

効
果
な
ど

問
題
点
が
多
い
。

　

そ
こ
で
我
々
は
、
老
化
細

胞
に
お
い
て
特
異
的
に
発
現

し
て
い
る
分
子
（
老
化
抗
原
：

Seno-antigen

）
を
同
定
し
、

そ
れ
ら
を
標
的
と
す
る
治
療

開
発
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
ま

ず
、
老
化
血
管
内
皮
細
胞
に

お
け
る
網
羅
的O

m
ics

解
析

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
特
に
老
化

形
質
の
強
い
（SA

SP

因
子
や

p16

の
発
現
の
高
い
）
老
化
細

　

加
齢
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
ゲ
ノ

ム
損
傷
の
結
果
、
組
織
に
老

化
細
胞
が
蓄
積
す
る
。
老
化

細
胞
は
炎
症
性Senescence-

associated secretary phe-
notype

（SA
SP

）
因
子
を

分
泌
す
る
こ
と
で
免
疫
系
を
活

性
化
す
る
。
そ
の
結
果
、
老
化

細
胞
は
除
去
さ
れ
、
組
織
の
恒

常
性
が
維
持
さ
れ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
何
ら
か

の
原
因
に
よ
り
、
老
化
細
胞
が

免
疫
系
に
よ
る
除
去
か
ら
免
れ

る
と
、
老
化
細
胞
の
蓄
積
が
遷

延
し
、SA

SP

因
子
に
よ
る
慢

性
炎
症
が
惹
起
さ
れ
、
加
齢
関

連
疾
患
の
発
症
・
進
展
に
つ
な

が
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
実

際
こ
れ
ま
で
我
々
は
、
病
的
老

化
を
促
進
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
と

し
て
、
組
織
に
蓄
積
す
る
老
化

細
胞
の
役
割
に
つ
い
て
注
目
し

研
究
を
進
め
、
そ
の
関
与
を
示

　

同
窓
会
総
会
の「
若
手
ス
ピ
ー

チ
」
で
は
私
が
卒
業
後
に
学
ん

だ
行
政
の
視
点
か
ら
、
千
葉
大

学
に
還
元
す
べ
き
知
見
、
目
指

し
た
い
今
後
の
臨
床
研
究
支
援

体
制
な
ど
に
つ
い
て
お
話
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
は
２
０
１
１
年
に
千
葉
大

学
を
卒
業
後
、
２
年
間
の
初
期

研
修
を
終
え
、
母
校
の
耳
鼻
咽

喉
・
頭
頸
部
外
科
に
入
局
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
耳
鼻
科

医
で
あ
る
私
が
現
在
研
究
支
援

部
門
に
籍
を
置
い
て
い
る
の
は
、

私
に
と
っ
て
大
き
な
転
機
と

な
っ
たPM

D
A

（
独
立
行
政

法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機

構
）
で
の
経
験
が
影
響
し
て
お

り
ま
す
。

　

PM
D

A

は
、
厚
生
労
働
省

所
管
の
独
立
行
政
法
人
で
、
国

内
未
承
認
、
あ
る
い
は
適
応
外

の
医
薬
品
や
医
療
機
器
な
ど
の

承
認
審
査
を
中
心
に
、
薬
事
行

政
の
実
働
部
隊
と
し
て
安
全
性

調
査
、
健
康
被
害
救
済
業
務
そ

し
て
開
発
相
談
な
ど
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

２
０
１
６
年
か
ら
のPM

D
A

出
向
中
は
抗
が
ん
剤
の
承
認
審

査
を
中
心
に
、
医
療
機
器
、
再

生
医
療
等
製
品
の
審
査
や
健
康

被
害
救
済
業
務
な
ど
幅
広
い
業

務
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
薬
事
に
関
す
る
様
々
な

ル
ー
ル
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、「
新
薬

承
認
」
と
い
う
未
知
の
課
題
解

決
に
向
け
た
多
職
種
連
携
に
よ

る
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
や
姿
勢
も

大
き
な
学
び
で
し
た
。

　

新
薬
承
認
に
多
職
種
連
携
の

ゐ の は な 同 窓 会 報

順
天
堂
大
学　

大
学
院
医
学
研
究
科　

循
環
器
内
科

　

教
授　

南　

野　
　
　

徹
（
平
元
）

ゐ
の
は
な
同
窓
会
総
会

特
別
講
演

老
化
細
胞
除
去
ワ
ク
チ
ン
の
開
発

若
手
ス
ピ
ー
チ

行
政
で
の
経
験
を
ど
の
よ
う
に

�

ア
カ
デ
ミ
ア
に
活
か
す
か

千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院　

臨
床
試
験
部　

助
教　

黑　

川　

友　

哉
（
平
23
）
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く
な
い
。
悪
い
の
は
加
害
者
で

す
」
だ
が
、
ど
ん
な
ケ
ー
ス
に

も
心
か
ら
こ
れ
を
言
え
る
に

は
、
終
生
の
研
鑽
が
必
要
で

あ
る
。

　

受
賞
者
の
弁
と
し
て
は
僭

越
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
活

動
を
医
師
・
医
学
者
の
団
体

が
取
り
上
げ
顕
彰
す
る
の
は

素
晴
ら
し
い
と
思
う
。
内
閣

府
は
、
男
性
の
性
暴
力
被
害

者
支
援
に
も
取
り
組
む
要
請

を
し
て
い
る
。
男
性
の
性
被

害
は
少
な
く
無
く
、
よ
り
屈

辱
的
で
よ
り
開
示
が
困
難
な

傾
向
に
あ
る
。
一
方
被
害
者

心
理
は
驚
く
ほ
ど
女
性
に
似

て
い
る
こ
と
を
、
最
近
の
研

修
会
で
学
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

終
わ
り
に
同
窓
会
諸
氏
の

ご
支
援
を
「
ち
さ
と
」
を
代

表
し
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

長
賞
受
賞
、
今
回
の
発
表
へ
と

繫
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
千
葉

大
学
の
諸
先
生
方
か
ら
、
足
り

な
か
っ
た
は
ず
の
２
年
を
埋
め

て
余
り
あ
る
ほ
ど
の
愛
情
を
注

い
で
い
た
だ
い
た
こ
と
に
他
な

ら
ず
、
深
く
感
謝
す
る
と
共
に
、

千
葉
大
学
と
い
う
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
得
た
こ
と
を
改
め

て
誇
り
に
思
い
ま
す
。
諸
先
輩

方
の
背
中
を
追
い
、
私
自
身
も

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
れ
る
よ
う

に
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

こ
れ
は
１
つ
に
は
、
ウ
イ
ル
ス
が

宿
主
細
胞
へ
遺
伝
子
を
効
率
的

に
転
送
で
き
る
と
い
う
特
性
を

活
か
し
て
、
ウ
イ
ル
ス
を
ベ
ク

タ
ー
と
し
て
自
殺
タ
ン
パ
ク
質

や
腫
瘍
抑
制
タ
ン
パ
ク
質
、
サ

イ
ト
カ
イ
ン
等
を
コ
ー
ド
す
る

遺
伝
子
を
腫
瘍
細
胞
に
導
入
す

る
治
療
法
が
あ
り
ま
す
が
、
ウ

イ
ル
ス
感
染
そ
の
も
の
が
が
ん

細
胞
を
特
異
的
に
融
解
す
る
効

果
も
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
が
ん
細
胞
に
特
異
的
な
ウ

イ
ル
ス
の
複
製
パ
タ
ー
ン
か
ら

が
ん
細
胞
の
特
性
を
理
解
す
る

こ
と
は
、
ウ
イ
ル
ス
療
法
の
新

た
な
モ
ダ
リ
テ
ィ
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
あ
る
た
め
、
重
要
な

こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

　

私
は
、
学
士
編
入
に
よ
り
３

年
次
か
ら
千
葉
大
医
学
部
に
入

学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
た
め
、

同
級
生
と
比
べ
る
と
、
千
葉
大

生
と
し
て
の
期
間
は
２
年
ほ
ど

短
い
で
す
。
し
か
し
、
東
大
農

学
部
で
学
士
論
文
を
書
い
て
卒

業
し
た
こ
と
は
、
千
葉
大
学
で

の
分
子
ウ
イ
ル
ス
学
研
究
室
で

の
学
び
へ
と
繋
が
り
、
ち
ば
Ｂ

Ｃ
Ｒ
Ｃ
で
の
ゐ
の
は
な
同
窓
会

　

こ
の
よ
う
な
機
会
を
い
た
だ

い
た
こ
と
を
嬉
し
く
、
光
栄
に

思
い
ま
す
。
分
子
ウ
イ
ル
ス
学

研
究
室
で
は
、
以
前
の
研
究
で
、

シ
ン
ド
ビ
ス
ウ
イ
ル
ス
が
腫
瘍

融
解
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
こ
と

を
発
見
し
て
い
ま
す
。
今
回
、

H
eL

a

細
胞
と
正
常
ヒ
ト
細
胞

を
用
い
た
比
較
実
験
か
ら
は
、

H
eL

a

細
胞
で
シ
ン
ド
ビ
ス
ウ

イ
ル
ス
感
染
初
期
の
抗
ウ
イ
ル

ス
応
答
が
脆
弱
化
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
、
こ
の
腫
瘍
融
解

活
性
を
支
え
る
主
要
な
メ
カ
ニ

ズ
ム
で
あ
る
可
能
性
が
示
唆
さ

れ
ま
し
た
。

　

実
は
、
ウ
イ
ル
ス
の
多
く
は

oncolytic

で
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
機

構
の
多
く
は
解
明
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
が
ん
と
の
闘
い
の
中
で

は
、
ウ
イ
ル
ス
を
が
ん
の
治
療

に
用
い
る
ウ
イ
ル
ス
療
法
と
い

う
考
え
方
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

去
る
６
月
11
日
の
ゐ
の
は
な

同
窓
会
総
会
で
、
社
会
貢
献

賞
を
受
賞
し
た
。
受
賞
楯
の

銘
文
に
は
「
性
暴
力
被
害
者

へ
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
設
立
と
運
営
」
と

あ
る
。
ま
ず
は
我
が
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
千
葉
性
暴
力
被
害
支
援

セ
ン
タ
ー
ち
さ
と
（
以
後
ち
さ

と
、http:// chissat.sakura.

ne.jp

）」
の
ス
タ
ッ
フ
と
関
係

者
に
感
謝
と
喜
び
の
声
を
伝

え
た
い
。
ま
た
受
賞
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
同
窓
会
諸
氏
に
御

礼
を
申
し
上
げ
る
。
こ
の
活
動

は
、
昨
年
の
ゐ
の
は
な
同
窓
会

総
会
の
、
活
躍
す
る
女
性
会

員
特
集
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、

こ
れ
を
機
に
ゐ
の
は
な
同
窓
会

に
は
賛
助
会
員
に
な
っ
て
頂

い
た
。

　
「
ち
さ
と
」
は
２
０
１
４
年

に
国
立
病
院
機
構
千
葉
医
療
セ

ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
て
設
立
し

た
、
性
暴
力
被
害
女
性
の
心
身

の
回
復
を
目
指
す
支
援
団
体
で

あ
る
。
月
曜
か
ら
土
曜
日
ま
で

の
電
話
相
談
、
面
接
相
談
、
弁

護
士
相
談
、
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
な
ど
と
、
24
時
間
体
制
の

医
療
や
緊
急
避
妊
、
身
体
か
ら

の
証
拠
採
取
を
含
む
緊
急
支
援

を
、
支
援
員
と
婦
人
科
医
師
と

で
行
っ
て
い
る
。
内
閣
府
の
要

請
で
２
０
１
８
年
ま
で
に
全
都

道
府
県
に
一
つ
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
セ
ン
タ
ー
が
で
き
た
。
こ
れ

ら
を
結
ぶ
全
国
連
絡
会
は
、
互

い
の
情
報
交
換
、
研
修
会
、
政

府
へ
の
要
望
と
情
報
提
供
を
し

て
い
る
。

　
「
ち
さ
と
」
の
支
援
員
は
、

計
６
日
間
の
養
成
講
座
を
受
講

し
た
の
ち
、
実
地
研
修
を
へ
て

採
用
と
な
る
。
実
際
の
被
害
者

対
応
で
知
る
べ
き
情
報
、
ル
ー

ル
は
驚
く
ほ
ど
多
い
が
、
仲
間

に
助
け
ら
れ
、
ケ
ー
ス
検
討
会
、

研
修
会
な
ど
で
経
験
値
を
重
ね

る
。

　

支
援
で
大
事
な
こ
と
は
「
被

害
者
に
二
次
被
害
を
与
え
な
い
」

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
性
暴
力

が
、
被
害
者
が
非
難
さ
れ
が
ち

な
唯
一
の
犯
罪
と
い
う
所
以
で

あ
る
。
支
援
員
と
い
っ
て
も
社

会
人
の
一
人
で
あ
り
、
内
な
る

被
害
者
批
判
か
ら
完
全
に
自
由

で
は
な
い
。「
ど
う
し
て
３
次
会

な
ん
か
に
つ
い
て
行
っ
た
の
？
」

「
そ
ん
な
服
を
着
て
い
た
らok

と
言
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で

し
ょ
。」
こ
れ
を
、
ど
ん
な
状
況

で
も
殴
る
蹴
る
の
暴
力
を
さ
れ

た
被
害
者
に
は
言
わ
な
い
。
裏

返
せ
ば
、
性
暴
力
被
害
者
も
自

分
に
非
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
て

誰
に
も
言
え
ず
、
生
涯
の
秘
密

に
し
て
し
ま
う
。
支
援
員
の
言

う
べ
き
は
「
良
く
話
し
て
く
れ

ま
し
た
」「
あ
な
た
は
絶
対
に
悪

特 別 講 演 ゐ の は な 同 窓 会 報

ゐ
の
は
な
同
窓
会
社
会
貢
献
賞
を
受
賞
し
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
千
葉
性
暴
力
被
害
支
援
セ
ン
タ
ー
ち
さ
と　

理
事
長　

大　

川　

玲　

子
（
昭
47
）

学
生
ス
ピ
ー
チ

線
維
芽
細
胞
由
来
液
性
因
子
に
よ
る

シ
ン
ド
ビ
ス
ウ
イ
ル
ス
の
腫
瘍
融
解
抑
制

　

矢
田
部　

沙　

羅
（
医
６
）

ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞

社
会
貢
献
賞
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所
長

千
葉
大
学
災
害
治
療
学
研
究
所

　

三
木　

隆
司
（
昭
63
）

他
大
学
教
授

東
京
女
子
医
科
大
学

循
環
器
内
科
学

　

山
口　

淳
一
（
平
５
）

病
院
長

量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構

O
ST

病
院
長

　

山
田　
　

滋
（
三
重
大
・
昭
60
）

千
葉
市
立
海
浜
病
院

　

吉
岡　
　

茂
（
昭
63
）

そ
の
他

全
国
医
学
部
長
病
院
長
会
議
会
長

　

横
手
幸
太
郎
（
昭
63
）

神
奈
川
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
総
長

　

古
瀬　

純
司
（
昭
59
）

　

千
葉
大
学
に
お
い
て
、
今
後

も
、
幅
広
い
人
材
が
教
員
と
し

て
登
用
さ
れ
、
柔
軟
で
新
奇
性

の
あ
る
研
究
や
教
育
が
な
さ
れ

て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

タ
か
ら
見
て
も
、
女
性
が
オ
ピ

ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
の
地
位
に
就

く
こ
と
は
「
珍
し
い
」「
違
和

感
の
あ
る
」
こ
と
で
あ
る
と
思

え
ま
す
。
私
の
場
合
は
、
千
葉

大
学
医
学
薬
学
府
内
の
キ
ャ
ン

パ
ス
内
の
教
授
と
し
て
は
、
医

師
で
は
な
い
こ
と
、
男
性
で
は

な
い
こ
と
、
の
ダ
ブ
ル
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
者
で
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
は
あ
る
意
味
に
お
い
て
権
威

的
に
な
る
こ
と
の
抑
止
力
に
な

り
、
社
会
的
公
正
の
理
念
に
誠

実
で
あ
り
続
け
る
機
会
に
恵
ま

れ
た
存
在
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
後
続
す

る
女
性
研
究
者
の
ロ
ー
ル
モ
デ

ル
に
な
り
得
る
か
も
知
れ
な
い

と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

ま
す
。
そ
の
後
、
学
術
振
興
会

の
特
別
研
究
員
（D

C

・PD

）

を
経
て
、
２
０
１
６
年
に
同
セ

ン
タ
ー
の
特
任
助
教
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
あ
る
意
味
、

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
と
し
て
研
究

職
に
就
い
た
わ
け
で
す
が
、
環

境
に
恵
ま
れ
て
、
こ
れ
ま
で
子

育
て
を
し
な
が
ら
も
、
ど
う
に

か
研
究
活
動
を
続
け
て
お
り
ま

す
。
私
の
よ
う
な
医
学
系
出
身

で
も
な
い
女
性
の
研
究
者
が
亥

鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
教
授

に
な
る
と
い
う
こ
と
は
お
そ
ら

く
か
な
り
珍
し
い
こ
と
で
あ
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
の
場
を

借
り
て
セ
ン
タ
ー
長
で
あ
る
清

水
栄
司
教
授
を
始
め
と
し
た
選

考
委
員
会
の
先
生
方
の
柔
軟
な

お
考
え
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
本
で
は
ま
だ
女
性
研
究
者

や
大
学
教
員
は
少
な
く
、
特
に

医
学
薬
学
系
と
い
っ
た
理
系
に

お
い
て
は
な
お
さ
ら
少
な
く
な

り
ま
す
。
そ
も
そ
も
ジ
ェ
ン

ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
が
２
０
２
２
年

の
現
在
に
お
い
て
も
約
１
５
０

か
国
中
１
１
６
位
と
い
う
デ
ー

　

令
和
４
年
（
２
０
２
２
年
）

７
月
よ
り
、
子
ど
も
の
こ
こ
ろ

の
発
達
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の

教
授
と
し
て
奉
職
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
、
大
島
郁
葉
（
ふ

み
よ
）
と
申
し
ま
す
。
私
は
臨

床
心
理
士
、
公
認
心
理
師
で
し

て
、
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
と

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
関
連
を
心

理
社
会
学
的
な
観
点
か
ら
の
観

察
研
究
や
、
認
知
行
動
療
法
を

用
い
た
介
入
研
究
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
私
は
大
学
院
修
士
課

程
修
了
後
、
し
ば
ら
く
大
学
病

院
の
小
児
科
神
経
心
理
外
来
、

精
神
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
等
で
臨
床

業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。

30
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
、
千
葉
大

学
大
学
院
医
学
研
究
院
先
端
生

命
科
学
に
お
い
て
、
博
士
課
程

に
入
学
し
、
出
産
な
ど
を
経
ま

し
た
が
、
早
期
修
了
し
て
お
り

教
授

こ
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
発
達
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー

　

大
島　

郁
葉
（
早
大
・
平
14
）

准
教
授

災
害
治
療
学
研
究
所

　

大
島　
　

拓
（
平
13
）

　

 （
救
急
集
中
治
療
医
学
講
師
よ
り
）

人 事 異 動ゐ の は な 同 窓 会 報

就　
 

任　

 

挨　

 

拶

千
葉
大
学

子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
発
達
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

認
知
行
動
療
法
部
門　

教
授

大　

島　

郁　

葉
（
早
大
・
平
14
）

人
事
異
動

ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
受
賞
候
補
者
募
集
要
項

第
二
八
回
（
二
〇
二
三
年
度
）
ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
の
受
賞
候
補
者
を
左
記
に
よ
り
募
集
い
た

し
ま
す
。

一
、
受
賞
対
象
者

　

①
社
会
貢
献
賞　

 

本
会
員
で
、
医
療
活
動
の
顕
著
な
業
績
に
よ
り
、
社
会
に
高
い
貢
献
を
し

た
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
。

　

②
功　

労　

賞　

 

医
学
お
よ
び
広
く
文
化
の
各
領
域
に
お
い
て
、
千
葉
大
学
お
よ
び
千
葉
大

学
ゐ
の
は
な
同
窓
会
に
多
大
の
貢
献
を
し
た
者
。

二
、
表
彰

　

①
社
会
貢
献
賞
（
三
件
以
内
）　

盾
お
よ
び
賞
金
（
総
額
三
十
万
円
以
内
）
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

②
功　

労　

賞
（
一
件
以
内
）　

盾
お
よ
び
賞
金
十
万
円
を
贈
呈
し
ま
す
。

三
、
応
募
方
法

　
　

 

所
定
の
申
請
用
紙
に
よ
り
、
二
〇
二
二
年
十
二
月
一
日
か
ら
二
〇
二
三
年
一
月
三
十
一
日

ま
で
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

四
、
受
賞
者
の
決
定

　
　

選
考
委
員
、
常
任
理
事
会
の
議
を
経
て
、
会
長
が
行
い
ま
す
。

　
　

 

審
査
結
果
は
二
〇
二
三
年
五
月
中
頃
ま
で
に
各
申
請
者
に
通
知
す
る
と
共
に
、
ゐ
の
は
な

同
窓
会
報
に
掲
載
し
ま
す
。

五
、
問
い
合
わ
せ
お
よ
び
申
請
用
紙
請
求
先

　
　

千
葉
大
学
医
学
部
内
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会
事
務
室

　
　

申
請
用
紙
は
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

1111111111111111111111111111111111111111111111

1111111111111111111111111111111111111111111111

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

Home coming day 2022
program



（ 7 ） 就 任 挨 拶  第 190 号

後
は
、
前
教
授
の
武
山
直
志
先

生
が
取
組
ん
で
こ
ら
れ
た
「
侵

襲
後
の
免
疫
応
答
に
関
す
る
研

究
」
も
昇
華
さ
せ
、
医
学
生
や

大
学
院
生
に
救
急
集
中
治
療
医

学
の
魅
力
を
伝
え
て
ゆ
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
千
葉

大
学
救
急
集
中
治
療
医
学
教

室
先
々
代
よ
り
継
承
す
る
、
科

学
的
根
拠
を
基
に
一
人
で
も
多

く
の
重
症
救
急
患
者
を
救
う

〝A
cadem

ic C
ritical C

are

〞

を
、
こ
の
愛
知
の
地
で
新
し
い

医
局
員
ら
と
共
に
実
践
し
て
ゆ

く
所
存
で
す
。
今
後
と
も
ご
指

導
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

対
応
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
29

年
に
は
東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
に
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

長
と
し
て
着
任
し
、
消
防
と
の

病
院
前
救
護
や
地
域
医
療
に
も

尽
力
し
て
き
ま
し
た
。
災
害
対

応
と
し
て
は
、
東
日
本
大
震
災
、

関
東
・
東
北
豪
雨
、
熊
本
地
震
、

令
和
元
年
房
総
半
島
台
風
と
、

い
ず
れ
に
もD

M
A

T

等
の
枠

組
み
で
現
場
派
遣
さ
れ
、
指

揮
・
支
援
活
動
を
経
験
し
ま
し

た
。
今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
ま
で
続

く
苦
境
・
一
連
の
災
害
に
際
し
、

あ
ら
た
め
て
関
係
者
各
位
に
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
ん

な
中
で
生
ま
れ
た
ア
イ
デ
ア
で

あ
る
、
可
搬
式
医
療
用
コ
ン
テ

ナ
（C

oM
U
Ⓡ

）
の
開
発
は
、

A
M

E
D
の
ウ
イ
ル
ス
等
感
染

対
策
事
業
に
採
択
さ
れ
、
今
後

の
社
会
実
装
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

さ
て
こ
の
度
着
任
し
た
愛
知

医
科
大
学
病
院
は
、
今
年
創
立

50
周
年
を
迎
え
ま
す
。
救
急
部

門
は
初
代
教
授
の
野
口
宏
先
生

の
下
、
愛
知
県
第
１
号
の
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
と
し
て
昭
和
54

年
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
で
も
有
名
で
20
年

間
の
運
営
実
績
が
あ
り
ま
す
。

平
成
27
年
に
は
災
害
医
療
研

究
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
今

年
は
愛
知
県
初
の
重
症
外
傷

セ
ン
タ
ー
と
し
て
指
定
さ
れ
る

こ
と
も
決
ま
っ
て
お
り
、
県
内

の
救
急
災
害
医
療
で
中
心
的

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
今

り
、
救
急
領
域
で
本
邦
初
と
い

え
る
臨
床
ゲ
ノ
ム
医
学
研
究
を

遂
行
し
ま
し
た
（C

rit C
are 

M
ed 2005

）。
平
成
16
年
か
ら

はW
ashington U

niversity

（W
ash U

）
外
科
に
留
学
し
、

米
国
集
中
治
療
医
学
会
会
長
で
、

外
傷
外
科
医
、
数
理
学
者
で
も

あ
るT

im
othy B

uchm
an

教

授
（
現E

m
ory U

niversity

教
授
）
と
、
そ
の
奥
様
でW

ash 
U

免
疫
病
理
学
教
授
で
あ
っ
た

Barbara Z
ehnbauer

教
授
に

師
事
し
ま
し
た
。
ま
たW

ash 
U

で
は
、
敗
血
症
研
究
の
権
威

で
あ
るR

ichard H
otchkiss

教
授
に
指
導
を
賜
る
幸
運
に

も
恵
ま
れ
、
敗
血
症
に
お
け
る

オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
の
関
与
を
初

め
て
報
告
し
ま
し
た
。
帰
国
後

は
、
千
葉
大
学
救
急
集
中
治
療

医
学
に
戻
り
、
織
田
成
人
教
授

（
現
名
誉
教
授
）
や
疾
患
生
命

医
学  

幡
野
雅
彦
教
授
の
ご
指

導
の
下
、
後
輩
達
を
指
導
し
な

が
ら
研
究
を
推
進
さ
せ
ま
し
た
。

現
在
は
主
に
、
敗
血
症
の
オ
ミ

ク
ス
解
析
に
よ
り
新
規
バ
イ
オ

マ
ー
カ
ー
の
検
索
を
試
み
て
い

ま
す
。
臨
床
で
は
一
貫
し
て
、
救

急
蘇
生
治
療
か
ら
集
中
治
療
管

理
ま
で
あ
ら
ゆ
る
重
症
病
態
に

　

令
和
４
年
６
月
１
日
付
で
、

愛
知
医
科
大
学
病
院
救
命
救
急

科
主
任
教
授
、
高
度
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
長
を
拝
命
し
ま
し
た
。

千
葉
大
学
の
諸
先
生
方
に
多
大

な
る
ご
支
援
賜
り
ま
し
た
こ
と

に
あ
ら
た
め
て
深
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

私
は
、
平
成
９
年
千
葉
大
学

医
学
部
を
卒
業
し
、
平
澤
博
之

先
生
（
現
名
誉
教
授
）
が
主
宰

さ
れ
て
い
た
同
附
属
病
院
救
急

部
・
集
中
治
療
部
に
入
局
し
、

多
忙
な
研
修
の
中
で
、
医
師
そ

し
て
研
究
者
と
し
て
の
マ
イ
ン

ド
を
植
え
込
ま
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
川
鉄
千
葉
病
院
外
科
や

君
津
中
央
病
院
で
臨
床
研
修
を

終
え
、
千
葉
大
学
大
学
院
医
学

研
究
院
で
医
学
博
士
の
学
位
を

取
得
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
、

「
重
症
患
者
の
サ
イ
ト
カ
イ
ン
産

生
に
お
け
る
遺
伝
子
多
型
の
関

与
」
で
あ
り
、
徳
久
剛
史
先
生

（
元
学
長
）
が
主
宰
さ
れ
て
い
た

分
化
制
御
学
教
室
で
指
導
を
賜

　

令
和
４
年
（
２
０
２
２
年
）

４
月
１
日
に
、
千
葉
県
こ
ど
も

病
院
院
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
、
ゐ
の
は
な
同

窓
会
の
皆
さ
ま
に
は
ご
指
導
、

ご
支
援
を
賜
り
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
昭
和
58
年
に
千
葉
大
学

医
学
部
を
卒
業
後
、
中
島
博
徳

教
授
の
主
宰
さ
れ
て
い
た
小
児

科
に
入
局
い
た
し
ま
し
た
。
患

者
を
診
る
際
の
中
島
教
授
の
幅

広
い
知
識
に
感
銘
を
受
け
、
小

児
を
疾
患
単
位
で
な
く
人
間
と

し
て
総
合
的
に
診
て
い
け
る
と

感
じ
た
こ
と
が
小
児
科
を
選
ん

だ
大
き
な
理
由
で
し
た
。
入
局

後
は
県
内
の
医
療
機
関
で
小
児

科
医
と
し
て
の
研
修
を
積
ま
せ

て
い
た
だ
き
、
大
学
で
は
丹
羽

公
一
郎
先
生
に
小
児
循
環
器
疾

患
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
東

京
女
子
医
科
大
学
循
環
器
小
児

科
に
異
動
し
小
児
循
環
器
の
父

と
も
言
わ
れ
た
高
尾
篤
良
先
生
、

中
澤
誠
先
生
ら
に
お
教
え
い
た

だ
き
最
新
の
先
天
性
心
疾
患
の

臨
床
と
基
礎
を
研
鑽
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
１
９
９
２
年

に
は
新
美
仁
男
教
授
の
も
と
千

葉
大
学
小
児
科
に
戻
り
、
そ
の

後
船
橋
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
、

千
葉
市
立
海
浜
病
院
勤
務
を
経

て
２
０
０
２
年
に
千
葉
県
こ
ど

も
病
院
循
環
器
に
赴
任
い
た
し

ま
し
た
。
爾
来
多
く
の
先
天
性

心
疾
患
の
診
療
に
携
わ
り
、
心

房
中
隔
欠
損
の
カ
テ
ー
テ
ル
治

療
も
国
内
で
は
早
く
か
ら
導
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
千
葉
県
こ
ど
も
病
院

は
、
１
９
８
８
年
に
開
設
さ
れ

た
小
児
専
門
医
療
施
設
で
あ
り
、

全
国
14
の
独
立
型
小
児
病
院
の

ひ
と
つ
で
す
。
以
来
千
葉
県
に

お
け
る
小
児
医
療
の
中
心
と
し

て
、
一
般
医
療
機
関
で
は
対
応

の
困
難
な
小
児
疾
患
に
対
し
て

専
門
的
な
診
断
と
治
療
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
な
か
で
も

新
生
児
期
に
手
術
が
必
要
な
心

臓
疾
患
を
は
じ
め
と
し
て
、
小

児
外
科
、
整
形
外
科
、
形
成
外

科
、
脳
外
科
、
泌
尿
器
科
、
耳

鼻
科
、
眼
科
な
ど
の
小
児
疾
患

手
術
の
実
績
は
県
内
随
一
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
小
児
が
ん
や
内

分
泌
、
代
謝
、
膠
原
病
、
腎
、

神
経
疾
患
等
に
対
す
る
先
進
的

で
積
極
的
な
治
療
に
も
力
を
入

れ
て
お
り
ま
す
。
同
時
に
母
子

保
健
、
児
童
福
祉
に
も
か
か
わ

り
、
児
童
虐
待
事
例
へ
の
対
応

な
ど
小
児
を
取
り
巻
く
困
難
な

状
況
へ
も
支
援
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
最
近
で
は
疾
患
を
持
ち

な
が
ら
成
人
に
な
る
こ
ど
も
達

へ
の
移
行
支
援
な
ど
、
成
人
施

設
も
含
め
県
内
他
施
設
と
の
連

携
も
重
要
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
２
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
流

行
の
中
、
県
内
で
も
数
少
な
い

小
児
コ
ロ
ナ
受
け
入
れ
病
床
を

確
保
し
対
応
す
る
中
で
、
本
来

果
た
す
べ
き
小
児
疾
患
の
治
療

を
制
限
し
経
営
的
に
も
苦
し
い

状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も

両
者
の
バ
ラ
ン
ス
を
模
索
し
つ

つ
小
児
専
門
診
療
維
持
に
努
め

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
小
児
医
療
を
取
り
巻

く
社
会
情
勢
は
厳
し
く
、
少
子

化
の
一
方
で
要
医
療
支
援
児
の

増
加
、
ひ
き
こ
も
り
、
経
済
格

差
に
よ
る
貧
困
、
虐
待
の
増
加

な
ど
が
顕
著
に
な
る
中
、
弱
者

で
あ
る
小
児
を
守
る
べ
き
立
場

と
し
て
職
員
一
同
こ
れ
か
ら
も

尽
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。
今

後
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
程
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

ゐ の は な 同 窓 会 報

愛
知
医
科
大
学
病
院

救
命
救
急
科　

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー　

主
任
教
授　

渡　

邉　

栄　

三
（
平
９
）

千
葉
県
こ
ど
も
病
院

病
院
長　

中　

島　

弘　

道
（
昭
58
）



第 190 号 就 任 挨 拶 （ 8 ）

心
に
診
療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、C

O
V

ID
-19

感
染

症
の
終
息
が
見
通
せ
な
い
中
、

病
院
経
営
の
改
善
や
医
師
の
働

き
方
改
革
に
よ
る
時
間
外
勤
務

の
縮
小
な
ど
を
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
問
題
点
も
多
く
か
じ

取
り
の
難
し
さ
を
こ
の
４
カ
月

間
で
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
、
患
者
さ
ん
は
待
っ
て
く

れ
ま
せ
ん
の
で
全
力
で
任
に
あ

た
る
所
存
で
す
。
今
後
と
も
諸

先
生
方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

勝
教
授
、
松
原
久
裕
教
授
、
生

水
真
紀
夫
教
授
、
加
藤
直
也
教

授
、
大
塚
将
之
教
授
、
山
口
武

人
先
生
を
始
め
多
く
の
千
葉
大

の
先
生
の
ご
尽
力
の
賜
で
す
。

ま
た
、
吉
野
一
郎
教
授
、
市
川

智
彦
教
授
、
岩
立
康
男
教
授
、

宇
野
隆
教
授
、
花
岡
英
紀
教
授
、

猪
狩
英
俊
教
授
に
も
お
力
添
え

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
当
院

の
診
療
は
横
手
幸
太
郎
病
院
長

を
筆
頭
に
千
葉
大
の
御
協
力
に

よ
り
維
持
で
き
て
い
る
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

Q
ST

病
院
で
は
新
治
療
棟

が
建
設
さ
れ
、
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ

照
射
法
と
回
転
ガ
ン
ト
リ
ー
等

の
新
し
い
技
術
を
用
い
た
最
新

鋭
の
重
粒
子
線
治
療
装
置
が
稼

働
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
腫
瘍

の
特
性
に
応
じ
て
様
々
な
種
類

レ
ン
ト
ゲ
ン
研
究
室
に
所
属
し
、

２
年
間
放
医
研
で
放
射
線
生
物

研
究
を
行
い
学
位
を
取
得
し
、

そ
の
後
千
葉
県
が
ん
セ
ン
タ
ー

外
科
に
勤
務
し
、
手
術
以
外
に

胆
管
癌
の
腔
内
照
射
や
術
前
や

術
中
照
射
等
の
放
射
線
治
療
も

担
当
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
渡

辺
一
男
先
生
、
浅
野
武
秀
先
生
、

竜
崇
正
先
生
は
じ
め
２
外
科
の

先
生
に
ご
指
導
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
１
９
９
６

年
米
国
のN

A
SA

 Johnson 
Space C

enter

で
博
士
研
究
員

と
し
て
１
年
半
宇
宙
放
射
線
の

研
究
に
従
事
し
ま
し
た
。
１
９

９
８
年
に
帰
国
し
、
放
医
研
に

放
射
線
治
療
医
と
し
て
就
任
し
、

消
化
器
癌
に
対
す
る
重
粒
子
線

治
療
に
従
事
し
ま
し
た
。
２
０

１
７
年
に
は
放
医
研
重
粒
子
線

治
療
研
究
部
長
、
２
０
２
０
年

に
は
量
研Q

ST

病
院
副
院
長

に
就
任
し
ま
し
た
。

　

当
院
で
は
、
世
界
初
の
医
用

専
用
重
粒
子
線
加
速
装
置
を
用

い
て
１
９
９
４
年
か
ら
臨
床
試

験
を
開
始
し
ま
し
た
。
２
０
２

２
年
３
月
ま
で
に
１
４
，０
０
０

例
を
超
え
る
治
療
を
行
い
、
多

く
の
が
ん
に
対
し
て
良
好
な
治

療
成
績
を
得
て
き
ま
し
た
。
本

年
４
月
に
、
膵
が
ん
、
肝
が
ん
、

大
腸
が
ん
再
発
な
ど
消
化
器
癌

を
中
心
に
５
疾
患
に
対
す
る
重

粒
子
線
治
療
が
頭
頸
部
腫
瘍
等

に
加
え
て
保
険
適
応
と
な
り
ま

し
た
。
税
所
宏
光
教
授
、
宮
崎

み
重
ね
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
医
療
診
療
部
門
で
は
消

化
器
、
呼
吸
器
、
糖
尿
病
、
腎

臓
な
ど
の
内
科
疾
患
を
中
心
に

診
療
し
て
お
り
、
人
工
透
析
室

も
有
し
て
い
ま
す
。
外
科
で
は

主
に
消
化
器
疾
患
の
手
術
を

行
っ
て
お
り
、
病
院
の
特
殊
性

か
ら
心
臓
血
管
系
疾
患
を
併
せ

持
っ
た
患
者
さ
ん
が
多
い
こ
と

が
特
徴
で
す
。
他
に
小
児
科
、

耳
鼻
咽
喉
科
、
眼
科
、
整
形
外

科
、
皮
膚
科
、
形
成
外
科
、
歯

科
も
中
房
総
地
域
の
住
民
を
中

が
常
勤
す
る
24
時
間
体
制
を
整

え
て
い
ま
す
。
病
態
に
応
じ
て

内
科
的
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
と
外

科
的
手
術
治
療
が
い
つ
で
も
対

応
、
協
働
で
き
る
こ
と
で
治
療

の
安
全
性
を
高
め
て
い
る
点
が

当
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
の
ひ
と
つ

で
す
。
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
治

療
部
に
お
い
て
はTA

V
I

（
カ

テ
ー
テ
ル
大
動
脈
弁
植
え
込
み

術
）
や
レ
ー
ザ
ー
に
よ
る
リ
ー

ド
抜
去
治
療
等
、
最
新
の
先
端

治
療
を
行
っ
て
お
り
、
低
侵
襲

血
管
内
治
療
部
で
は
大
動
脈
ス

テ
ン
ト
治
療
、
下
肢
閉
塞
性
動

脈
硬
化
症
に
対
す
る
血
管
内
治

療
、
静
脈
瘤
レ
ー
ザ
ー
治
療
等

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

脳
神
経
系
診
療
部
門
で
は
、

脳
卒
中
な
ど
の
急
性
期
疾
患
に

対
す
る
治
療
を
行
っ
て
い
る
他

に
、
平
成
30
年
度
よ
り
て
ん
か

ん
治
療
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
県

内
各
施
設
と
連
携
し
て
治
療
を

実
践
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
令

和
２
年
４
月
に
千
葉
県
初
全
国

18
番
目
の
て
ん
か
ん
診
療
拠
点

機
関
、
更
に
令
和
４
年
度
千
葉

県
て
ん
か
ん
支
援
拠
点
病
院
の

指
定
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
転

移
性
脳
腫
瘍
な
ど
に
対
す
る
ガ

ン
マ
ナ
イ
フ
治
療
も
全
国
レ
ベ

ル
の
症
例
数
と
治
療
成
績
を
積

　

千
葉
大
学
ゐ
の
は
な
同
窓
会

の
皆
さ
ま
、
今
年
の
４
月
よ
り

千
葉
県
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
病

院
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
中

村
精
岳
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の

度
は
諸
先
生
に
ご
挨
拶
さ
せ
て

い
た
だ
く
機
会
を
い
た
だ
き
大

変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
千
葉

県
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
は
循
環

器
系
疾
患
の
専
門
治
療
を
行
う

県
立
セ
ン
タ
ー
病
院
と
し
て
旧

県
立
鶴
舞
病
院
を
母
体
と
し
て
、

１
９
９
８
年
２
月
１
日
に
設
立

さ
れ
、
現
在
ま
で
循
環
器
系
疾

患
に
対
す
る
専
門
医
療
を
行
う

施
設
と
し
て
の
使
命
を
担
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
当

セ
ン
タ
ー
は
「
鶴
舞
」
と
い
う

市
原
市
南
東
部
に
位
置
し
、
茂

原
長
生
い
す
み
地
域
（
山
武
長

生
夷
隅
２
次
医
療
圏
の
南
半
分
）

に
隣
接
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
地
域
を
合
わ
せ
た
い
わ
ゆ
る

「
中
房
総
地
域
」
に
お
い
て
、
地

域
医
療
も
担
っ
て
お
り
ま
す
。

　

心
臓
血
管
系
診
療
部
門
で
は

内
科
系
と
外
科
系
医
師
の
双
方

Institutes for Q
uantum

 
Science and Technology

で

略
称Q

ST

で
あ
る
こ
と
か
ら
、

２
０
１
９
年
に
、
病
院
もQ

ST

病
院
に
名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。

Q
ST

病
院
は
、
重
粒
子
線
治
療

に
関
す
る
臨
床
研
究
が
主
業
務

で
す
が
、
被
ば
く
医
療
や
核
医

学
等
様
々
な
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

私
は
１
９
８
５
年
に
三
重
大

学
を
卒
業
後
、
第
２
外
科
（
現

先
端
応
用
外
科
）
に
入
局
し
ま

し
た
。
同
期
は
16
名
と
多
く
、

活
気
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
間
、
磯
野
可
一
教
授
の
ご

指
導
に
て
臨
床
研
修
・
研
究
に

従
事
し
ま
し
た
。
２
外
科
で
は

　

２
０
２
２
年
４
月
１
日
付
け

で
国
立
研
究
開
発
法
人
量
子
科

学
技
術
研
究
開
発
機
構
（
量
研
）

Q
ST

病
院
長
を
拝
命
い
た
し
ま

し
た
。

　

量
研
の
前
身
で
あ
る
放
射
線

医
学
総
合
研
究
所
（
放
医
研
）

は
、
１
９
５
７
年
に
創
立
さ
れ
ま

し
た
。
２
０
１
６
年
に
日
本
原

子
力
研
究
開
発
機
構
と
再
編
統

合
さ
れ
量
研
が
発
足
し
ま
し
た
。

量
研
の
英
語
表
記
はN

ational 

の
粒
子
を
組
み
合
わ
せ
て
照
射

す
る
マ
ル
チ
イ
オ
ン
照
射
法
の

実
用
化
を
目
指
し
研
究
開
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
世

界
最
先
端
の
技
術
を
用
い
、
そ

の
有
用
性
を
、
日
本
の
み
な
ら

ず
世
界
に
示
す
こ
と
が
我
々
の

仕
事
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
ま

ず
、
日
本
で
確
実
に
普
及
さ
せ

る
必
要
が
あ
り
、
同
門
会
の
皆

様
を
中
心
に
千
葉
県
内
の
医
療

機
関
と
連
携
し
て
研
究
成
果
を

早
く
、
広
く
普
及
す
る
た
め
に

活
動
し
て
い
く
と
と
も
に
、
常

に
安
全
で
専
門
性
が
高
く
、
な

に
よ
り
患
者
本
位
の
良
質
な
医

療
の
提
供
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
、

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

ゐ の は な 同 窓 会 報

国
立
研
究
開
発
法
人
量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構

Ｑ
Ｓ
Ｔ
病
院

 
病
院
長　

山　

田　
　
　

滋
（
三
重
大
・
昭
60
）

千
葉
県
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー

病
院
長　

中　

村　

精　

岳
（
昭
和
大
・
昭
60
）

　

叙
勲
、
褒
章
そ
の
他
祝
事
に
関
係
さ
れ

た
方
は
是
非
同
窓
会
事
務
室
ま
で
ご
一
報

下
さ
い
。
編
集
部
で
も
絶
え
ず
注
意
し
て

お
り
ま
す
が
、
ニ
ュ
ー
ス
に
接
し
得
な
い

事
態
も
あ
り
ま
す
。
お
喜
び
は
な
る
べ
く

早
く
、
同
窓
の
皆
様
に
も
お
分
け
し
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。
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令
和
４
年
（
２
０
２
２
年
）

４
月
よ
り
、寺
井
勝
前
院
長
（
昭

53
）
の
後
任
と
し
て
病
院
長
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
私
は
昭

和
63
年
に
千
葉
大
学
医
学
部
を

卒
業
し
、
当
時
奥
井
勝
二
教
授

が
主
宰
さ
れ
て
い
た
千
葉
大
学

医
学
部
第
一
外
科
（
現
臓
器
制

御
外
科
）
に
入
局
い
た
し
ま
し

た
。
４
年
間
関
連
病
院
で
外
科

の
研
鑽
を
積
ん
だ
後
、
宮
崎
勝

名
誉
教
授
（
昭
50
）
が
主
宰
さ

れ
て
い
た
肝
胆
道
研
究
室
に
所

属
し
、
肝
切
除
後
の
肝
酸
素
需

給
動
態
、
肝
静
脈
血
酸
素
飽
和

度
測
定
の
臨
床
的
意
義
に
つ
い

て
の
研
究
を
行
い
学
位
を
頂
き

ま
し
た
。
平
成
８
年
４
月
に
海

浜
病
院
に
赴
任
当
時
、
第
一
外

科
の
先
輩
と
し
て
は
病
院
長
の

村
上
和
先
生
（
昭
32
）、
診
療
局

長
の
鍋
嶋
誠
也
先
生
（
昭
47
）、

外
科
部
長
の
太
枝
良
夫
先
生

（
昭
53
）、
副
部
長
の
磯
野
敏
夫

先
生
（
浜
松
医
大
・
昭
58
）
が

お
ら
れ
、
外
科
手
術
に
つ
い
て

幅
広
く
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

現
在
当
院
は
２
９
３
床
、
29

診
療
科
に
て
、
地
域
周
産
期
母

子
医
療
セ
ン
タ
ー
、
地
域
小
児

セ
ン
タ
ー
、
千
葉
県
が
ん
診
療

連
携
協
力
病
院
、
地
域
医
療
支

援
病
院
、
地
域
災
害
拠
点
病
院
、

千
葉
県D

M
A

T
指
定
医
療
機

関
と
し
て
千
葉
市
西
部
の
地
域

医
療
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
胎

児
か
ら
高
齢
者
ま
で
切
れ
目
の

な
い
医
療
の
提
供
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
従
来
か
ら
の
当
院
の
強
み

で
あ
る
周
産
期
医
療
、
小
児
医

療
に
加
え
、
令
和
元
年
に
は
救

急
科
の
織
田
成
人
前
教
授
（
昭

53
）
に
救
急
科
を
立
ち
上
げ

て
い
た
だ
き
、
現
在
で
は
千
葉

市
の
救
急
医
療
の
中
核
施
設
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
後
方
支
援
診
療
科
で
あ
る
総

合
内
科
、
整
形
外
科
、
脳
神
経

外
科
等
の
整
備
を
進
め
、
が
ん

診
療
も
含
め
た
高
齢
者
医
療
の

充
実
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
移

行
期
医
療
は
、
国
内
で
は
ま
だ

未
整
備
な
領
域
で
あ
り
ま
す
が
、

平
成
30
年
よ
り
成
人
先
天
性
心

疾
患
治
療
部
を
立
ち
上
げ
、
成

人
先
天
性
心
疾
患
を
中
心
と
し

た
移
行
期
医
療
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

　

当
院
は
現
在
築
38
年
が
経
過

　

こ
の
度
、
２
０
２
２
年
４
月

１
日
付
で
神
奈
川
県
立
が
ん
セ

ン
タ
ー
総
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
神
奈
川
県
立
が
ん
セ
ン

タ
ー
は
、
横
浜
市
の
中
で
も
や

や
内
陸
に
位
置
し
、
横
浜
駅
か

ら
相
鉄
線
で
10
分
強
、
華
や
か

な
横
浜
市
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異

な
る
住
宅
街
の
先
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　

神
奈
川
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

は
１
９
６
３
年
に
神
奈
川
県
立

成
人
病
セ
ン
タ
ー
と
し
て
発
足

し
、
が
ん
の
高
度
専
門
医
療
の

重
要
性
が
高
ま
る
中
、
１
９
８

６
年
に
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
と

し
て
改
編
さ
れ
ま
し
た
。
神
奈

川
県
の
が
ん
医
療
の
中
枢
的
機

関
と
し
て
診
断
か
ら
治
療
ま
で

高
度
専
門
医
療
を
推
進
す
る
と

同
時
に
臨
床
研
究
所
を
付
置
し
、

し
て
お
り
、
施
設
の
老
朽
化
が

著
し
い
た
め
、
療
養
環
境
、
感

染
対
策
に
配
慮
し
た
新
病
院
を

幕
張
新
都
心
若
葉
地
区
に
建
設

す
る
予
定
で
あ
り
、
２
０
２
６

が
ん
の
基
礎
研
究
な
ら
び
に
臨

床
部
門
と
緊
密
な
連
携
を
も

と
に
臨
床
に
直
結
し
た
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
２

０
１
５
年
に
が
ん
専
門
病
院
と

し
て
は
世
界
初
の
重
粒
子
線
治

療
施
設
「i-R

O
C

K

」
を
開
設
、

２
０
１
９
年
に
は
が
ん
ゲ
ノ
ム
診

療
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
、

先
進
的
な
が
ん
医
療
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

私
は
１
９
８
４
年
千
葉
大
学

医
学
部
を
卒
業
し
、
当
時
の
第

一
内
科
（
奥
田
邦
雄
教
授
）
に

入
局
、
大
藤
正
雄
教
授
の
も
と

肝
臓
病
を
は
じ
め
と
す
る
消
化

器
病
学
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
１
９
９
２

年
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
東
病
院

（
現
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー

東
病
院
）
に
立
ち
上
げ
か
ら
勤

務
し
、
16
年
間
肝
胆
膵
領
域
が

ん
の
診
療
や
臨
床
研
究
に
従
事

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
２
０
０

８
年
、
杏
林
大
学
医
学
部
腫
瘍

内
科
学
を
開
設
す
る
機
会
を
い

た
だ
き
、
当
時
馴
染
み
の
な
い

腫
瘍
内
科
学
と
い
う
新
し
い
講

座
の
立
ち
上
げ
と
運
営
に
悪
戦

苦
闘
の
14
年
間
で
し
た
が
、
こ

の
３
月
無
事
退
任
い
た
し
ま
し

た
。
今
回
、
縁
あ
っ
て
神
奈
川

県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
総
長
の
職

を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

振
り
返
る
と
、
千
葉
大
学
を

離
れ
て
か
ら
、
何
度
か
新
し
い

組
織
の
立
ち
上
げ
に
携
わ
る
機

会
を
い
た
だ
き
、
大
変
な
が
ら

も
ワ
ク
ワ
ク
し
た
仕
事
が
で
き

ま
し
た
し
、
事
あ
る
毎
に
千
葉

大
学
同
窓
の
方
々
の
大
い
な
る

ご
助
力
を
い
た
だ
き
、
心
強
く

思
っ
た
も
の
で
す
。
改
め
て
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
、
が
ん
医
療
を
専
門
と

し
た
仕
事
に
従
事
し
て
ち
ょ
う

ど
30
年
の
節
目
に
新
し
い
仕
事

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
60
年
近

く
の
歴
史
を
も
つ
神
奈
川
県
立

が
ん
セ
ン
タ
ー
で
す
が
、
ま
だ

ま
だ
発
展
途
上
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
つ

つ
も
、
新
た
な
気
持
ち
で
神
奈

川
県
だ
け
で
な
く
日
本
の
が
ん

医
療
の
進
歩
・
発
展
に
少
し
で

も
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
千
葉
大

学
同
窓
の
皆
様
と
ご
一
緒
さ
せ

て
い
た
だ
く
機
会
も
多
い
と
存

じ
ま
す
。
引
き
続
き
ご
高
配
を

賜
り
ま
す
よ
う
こ
の
場
を
借
り

て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
春
の
開
院
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
と
も
引
き
続
き
皆

様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ゐ の は な 同 窓 会 報

地
方
独
立
行
政
法
人
神
奈
川
県
立
病
院
機
構

神
奈
川
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

 

総
長　

古　

瀬　

純　

司
（
昭
59
）

千
葉
市
立
海
浜
病
院

病
院
長　

吉　

岡　
　
　

茂
（
昭
63
）
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こ
の
度
、
全
国
医
学
部
長
病

院
長
会
議
（A

JM
C

）
の
会
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
任
期

の
２
年
間
、
全
国
82
の
国
公
私

立
大
学
の
医
学
部
長
ま
た
は
医

科
大
学
長
、
そ
し
て
附
属
病
院

長
の
先
生
方
と
、
研
究
・
教
育
・

診
療
の
諸
課
題
や
関
連
す
る
重

要
事
項
に
つ
い
て
協
議
し
、
相

互
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に

意
見
の
集
約
を
図
り
、
わ
が
国

に
お
け
る
医
学
な
ら
び
に
医
療

の
改
善
向
上
に
努
め
て
ま
い
る

所
存
で
す
。
す
で
に
２
０
２
０

年
よ
り
務
め
て
い
る
国
立
大
学

病
院
長
会
議
の
会
長
職
と
の
併

任
に
な
り
ま
す
。

　

A
JM

C

の
発
足
は
１
９
６
７

年
に
遡
り
、
１
９
７
０
〜
８
０

年
代
に
は
、
香
月
秀
雄
先
生
や

井
出
源
四
郎
先
生
（
い
ず
れ
も

当
時
の
医
学
部
長
）
も
会
長
を

務
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
最
近

で
は
、
２
０
０
１
〜
２
０
０
２

年
に
福
田
康
一
郎
先
生
が
会
長

と
な
り
、
モ
デ
ル
コ
ア
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
作
成
な
ど
主
に
教
育
面

で
大
き
な
実
績
を
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
こ
れ
ま
で

は
主
に
医
学
部
長
が
、A

JM
C

の
会
長
職
に
就
か
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
近

年
で
は
、
各
種
経
営
上
の
課

題
や
２
０
２
４
年
度
に
迫
る
医

師
の
時
間
外
労
働
の
上
限
規

制
（
通
称
「
医
師
の
働
き
方
改

革
」）、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
へ
の
対
応
な
ど
、

医
療
面
で
の
解
決
す
べ
き
課
題

が
著
し
く
増
加
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
前
任
の
湯
澤
由
紀
夫
藤

田
医
科
大
学
学
長
・
病
院
群
統

括
病
院
長
に
続
き
、
今
回
、
２

代
連
続
し
て
病
院
長
か
ら
会
長

が
選
任
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

日
本
は
、
少
子
超
高
齢
社
会

を
迎
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
の

変
化
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
中
、
千
葉
大
学
病
院

を
は
じ
め
、
大
学
病
院
と
医
学

部
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
な
試

練
を
経
験
す
る
と
と
も
に
、
国

民
に
と
っ
て
無
く
て
は
な
ら
な

い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

き
ま
し
た
。
一
方
、
欧
米
や
中

国
と
比
較
し
て
低
下
が
懸
念
さ

れ
る
日
本
の
研
究
力
を
維
持
・

向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
？
次
世
代
の
医
学
・

医
療
を
担
う
質
の
高
い
人
財
を

全
国
レ
ベ
ル
で
育
成
す
る
た
め

の
し
く
み
を
ど
う
整
え
、
継
承

し
て
い
く
か
？
な
ど
、
研
究
・

教
育
面
に
も
多
く
の
懸
案
事
項

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
国
内

の
各
地
域
に
医
療
機
関
や
医
師

の
偏
在
が
存
在
し
、
長
ら
く
大

学
病
院
か
ら
の
医
師
派
遣
と
そ

の
長
時
間
労
働
に
よ
り
地
域
医

療
が
支
え
ら
れ
て
き
た
状
況
の

中
で
、
先
述
の
働
き
方
改
革
を

ど
う
実
現
し
て
い
く
か
が
喫
緊

の
問
題
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

去
る
７
月
29
日
に
は
、
首
相

官
邸
に
岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大

臣
を
訪
問
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
大
学
病
院
の
貢
献
に
つ
い

て
ご
報
告
す
る
と
と
も
に
、
医

学
部
・
大
学
病
院
の
研
究
・
教

育
・
診
療
に
対
す
る
平
時
か
ら

の
支
援
を
要
望
し
て
き
ま
し
た

（
写
真
）。A

JM
C

を
構
成
す

る
全
国
の
大
学
会
員
の
英
知
を

集
め
、
国
や
関
係
機
関
と
も
情

報
交
換
を
重
ね
つ
つ
山
積
す
る

課
題
を
一
つ
ず
つ
解
決
し
、
持

続
可
能
性
の
あ
る
医
学
・
医
療

の
発
展
を
通
じ
て
、
幸
福
な
社

会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
た

い
と
考
え
ま
す
。
私
が
地
道
に

活
動
を
重
ね
る
こ
と
は
、
千
葉

大
学
医
学
部
お
よ
び
附
属
病
院

の
さ
ら
な
る
地
位
向
上
や
後
進

の
活
躍
の
場
を
拡
げ
る
こ
と
に

も
つ
な
が
る
と
信
じ
、
２
年
間

励
ん
で
参
り
た
く
存
じ
ま
す
。

ゐ
の
は
な
同
窓
会
会
員
の
皆
様

に
お
き
ま
し
て
は
、
今
後
と
も

尚
一
層
の
ご
指
導
・
ご
支
援
を

賜
わ
り
ま
す
よ
う
何
と
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ゐ の は な 同 窓 会 報

全
国
医
学
部
長
病
院
長
会
議
会
長

 

就
任
に
あ
た
っ
て

 
千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院
長　
　
　
　
　

 

横　

手　

幸
太
郎
（
昭
63
）



（ 11 ） ホームカミングデー  第 190 号ゐ の は な 同 窓 会 報

千葉大学医学部
　卒後50年卒業生皆様
　卒後25年卒業生皆様

 ゐのはな同窓会会長
 吉原　俊雄

　千葉大学医学部ゐのはな同窓会会員の皆様の日頃の御活躍には、
同窓会として心より感謝申し上げます。
　つきましては、母校においてホームカミングデーを開催し、卒後
50年（昭和47年卒）、25年（平成９年卒）の会員皆様の日頃の御活
躍への感謝の念をお伝えし、感謝状・激励状および記念品を贈呈い
たしたいと存じます。
　万障お繰り合わせのうえ、ご参集頂けましたら幸いです。
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第 190 号 叙 勲 感 想 （ 12 ）

医
は
年
配
の
方
が
多
く
、
積
極

的
に
消
化
器
手
術
（
膵
頭
十
二

指
腸
切
除
、
食
道
癌
切
除
再
建

術
、
骨
盤
内
臓
全
的
術
な
ど
）

の
臨
床
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
昭
和
59
年
矢
沢
知
海
先

生
（
千
葉
大
第
２
外
科
出
身
）

が
院
長
と
し
て
着
任
し
、
医
長

に
昇
進
さ
せ
て
頂
く
。

　

平
成
２
年
新
館
の
増
設
と
共

に
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
医
長
と

し
て
、
３
次
救
急
医
療
の
初
期

治
療
（
脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
、

多
発
外
傷
、
心
肺
停
止
な
ど
）

に
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
。
医
療

を
全
体
的
に
診
る
力
や
死
生
観

な
ど
の
形
成
に
大
変
役
立
ち
ま

し
た
。
そ
の
後
外
科
部
長
と
な

り
、
千
葉
大
学
、
東
京
大
学
、

女
子
医
科
大
学
よ
り
外
科
研
修

医
を
出
張
し
て
頂
き
、
手
術
症

例
や
外
科
病
床
の
拡
大
を
図
り

ま
し
た
。

　

平
成
15
年
都
立
荏
原
病
院
副

院
長
、
平
成
17
年
都
立
府
中
病

院
副
院
長
を
経
て
、
平
成
19
年

都
立
大
塚
病
院
院
長
就
任
。
豚

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に
対

処
（
そ
の
頃
の
保
健
所
は
の
ん

び
り
し
て
い
ま
し
た
）。
ま
た
、

救
急
室
の
拡
充
や
、
総
合
周
産

期
セ
ン
タ
ー
立
ち
上
げ
に
も
関

わ
り
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
都
立
広
尾
病
院
院

長
へ
転
出
。
平
成
23
年
３
月
の

東
日
本
大
震
災
発
生
。
救
急
災

害
医
療
が
重
点
医
療
で
あ
っ
た

こ
と
よ
り
、
多
く
の
職
員
を
現

ず
、
治
っ
た
患
者
の
診
察
予
約

で
満
杯
と
な
り
、
新
患
を
素
早

く
診
れ
な
い
弱
点
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
新
患
優
先
の
方
針
と
し

て
、
開
院
以
来
の
治
癒
患
者
は
、

地
域
連
携
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し

て
、
他
院
で
の
診
療
を
お
願
い

し
た
。「
新
患
は
当
日
検
査
、
当

日
治
療
方
針
の
提
示
」
を
基
本

方
針
と
し
た
。
こ
の
た
め
、「
診

療
機
能
強
化
委
員
会
」
と
「
プ

ロ
ト
コ
ー
ル
開
発
管
理
員
会
」

を
設
置
し
、
診
療
体
制
を
抜
本

的
に
見
直
し
た
。
プ
ロ
ト
コ
ー

ル
を
整
備
し
、
そ
の
効
果
も
定

期
的
に
評
価
し
た
。
１
年
後
に

電
子
カ
ル
テ
を
導
入
す
る
事
と

し
、
全
職
員
に
役
割
を
担
わ
せ

た
。
診
療
の
効
率
化
は
、
外
来

化
学
療
法
の
充
実
、
内
視
鏡

検
査
、
手
術
件
数
の
倍
増
を
目

標
に
、
診
療
枠
を
大
幅
に
変
更

し
、
原
則
的
に
毎
日
手
術
を
基

本
と
し
た
、
全
職
員
の
努
力
に

よ
り
、
１
年
後
に
電
子
カ
ル
テ

が
導
入
さ
れ
、
効
率
的
で
質
の

高
い
が
ん
医
療
の
提
供
体
制
が

整
っ
た
。
ま
たD

PC

デ
ー
タ
を

利
用
し
て
、
他
の
が
ん
専
門
病

院
と
医
療
の
質
を
比
較
検
討
し

て
公
表
し
、
英
文
論
文
と
し
た
。

ま
た
当
時
の
藤
森
宗
徳
県
医
師

会
長
と
齋
藤
康
千
葉
大
病
院
長

と
相
談
し
、
千
葉
県
が
ん
診
療

連
携
拠
点
病
院
を
千
葉
県
が
ん

セ
ン
タ
ー
が
担
う
こ
と
と
し
て
、

人
口
６
０
０
万
の
千
葉
県
に
12

の
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病

た
。
院
内
連
絡
体
制
の
整
備
は

急
務
だ
っ
た
の
で
、PH

S

に
よ

る
連
絡
体
制
を
９
月
に
は
整
備

し
た
。
２
２
０
ベ
ッ
ド
の
病
院
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
外
科
、
内
科
、

な
ど
各
科
の
カ
ル
テ
が
別
々
で
、

オ
ー
ダ
ー
伝
票
も
異
な
っ
て
い

た
。IT

化
し
て
病
院
の
診
療
体

制
を
変
え
る
し
か
な
い
と
、オ
ー

ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
採
用
す

る
こ
と
と
し
、
い
く
つ
か
の
病

院
を
見
学
に
行
っ
た
。
幸
い
に

も
患
者
の
増
加
で
、
年
末
に
は

病
床
利
用
率
が
１
０
０
％
近
く

な
り
。M

R
I

の
導
入
も
予
算
３

億
５
千
万
で
決
ま
っ
た
。
こ
の

M
R

I

と
従
来
の
医
事
会
計
シ
ス

テ
ム
の
費
用
を
合
わ
せ
、
画
像

連
携
シ
ス
テ
ムPA

C
S

と
オ
ー

ダ
リ
ン
グ
を
整
備
し
、IT

化
に

成
功
し
た
。
ま
た
、
私
の
手
術

を
受
け
に
多
く
の
患
者
が
日
本

各
地
か
ら
集
ま
っ
た
事
、
患
者

の
枕
元
に
カ
ル
テ
を
配
り
医
療

の
透
明
性
を
計
っ
た
こ
と
、
医

学
書
院
の
看
護
学
雑
誌
に
看
護

師
執
筆
の
連
載
を
２
年
間
行
っ

た
こ
と
、
等
で
職
員
の
意
識
が

大
き
く
変
わ
り
、
明
る
く
楽

し
い
雰
囲
気
に
満
ち
た
病
院
に

な
っ
た
。「
安
全
な
病
院
」「
患

者
に
優
し
い
病
院
」
ラ
ン
キ
ン

グ
で
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
評

価
さ
れ
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。
２

０
０
５
年
４
月
に
千
葉
県
が
ん

セ
ン
タ
ー
長
に
転
出
し
た
。
千

葉
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
診
療
体

制
は
開
院
以
来
変
わ
っ
て
お
ら

病
変
は
、
内
科
外
科
で
議
論
を

重
ね
治
療
方
針
が
決
め
ら
れ
た
。

特
に
内
科
の
大
藤
正
雄
先
生
と

外
科
の
岩
崎
洋
治
先
生
が
協
力

し
合
っ
て
難
治
と
さ
れ
た
肝
門

部
胆
管
が
ん
の
治
療
に
取
り
組

ん
で
い
た
。
岩
崎
先
生
が
筑
波

大
学
の
教
授
で
転
任
さ
れ
た
後

は
、
私
が
そ
の
仕
事
を
引
き
継

ぎ
、
外
科
学
会
雑
誌
に
論
文
を

投
稿
し
た
。
私
の
「
肝
胆
膵
外

科
医
」
の
出
発
点
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
治
ら
な
く
て
も
患
者
に

絶
望
を
与
え
な
い
「
が
ん
医
者
」

の
新
た
な
道
を
探
る
出
発
点
で

も
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
千
葉
県

が
ん
セ
ン
タ
ー
主
任
医
長
、
新

設
さ
れ
た
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

東
病
院
手
術
部
長
を
経
て
、
１

９
９
９
年
に
千
葉
県
立
佐
原
病

院
長
と
な
っ
た
。
佐
原
病
院
職

員
は
皆
、
明
る
く
意
欲
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
病
床
利
用
率
は

60
％
に
届
か
ず
、
患
者
は
少
な

く
超
暇
だ
っ
た
。
大
赤
字
の
為

に
予
算
が
少
な
く
、
院
内
連
絡

体
制
が
悪
い
の
も
一
因
だ
っ
た
。

院
内
連
絡
体
制
の
整
備
が
急

務
と
考
え
た
が
、
と
り
あ
え
ず

急
患
は
直
ち
に
診
る
こ
と
に
し

　

令
和
４
年
（
２
０
２
２
年
）

春
の
叙
勲
で
瑞
宝
小
綬
章
を
頂

い
た
。
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、

今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
多
く

の
先
輩
、
同
僚
、
後
輩
の
お
か

げ
で
あ
り
、
深
く
感
謝
も
申

し
上
げ
た
い
。
昭
和
43
年
卒
業

時
、
大
学
紛
争
の
最
中
で
あ
っ

た
が
、
当
時
成
東
病
院
に
い
た

吉
永
雅
俊
先
生
を
紹
介
さ
れ
、

外
科
医
の
基
礎
を
徹
底
的
に
教

え
て
頂
い
た
。
そ
の
縁
も
あ
り

昭
和
46
年
に
第
二
外
科
に
入
局

し
た
。
後
期
出
張
も
希
望
し
て

成
東
病
院
に
赴
任
し
た
、
４
年

間
の
外
科
医
長
時
代
は
、
思
う

存
分
外
科
医
と
し
て
手
術
さ
せ

て
頂
い
た
。
昭
和
53
年
４
月
に

来
局
す
る
と
、
大
学
に
は
新
し

い
超
音
波
診
断
装
置
が
導
入
さ

れ
て
お
り
、
今
ま
で
見
る
こ
と

も
な
か
っ
た
肝
胆
膵
が
ん
が
多

く
診
断
さ
れ
、
毎
日
が
興
奮
と

感
激
の
日
々
だ
っ
た
。
そ
れ
ら
の

院
を
指
定
し
た
。
更
に
、
国
立

が
ん
セ
ン
タ
ー
東
病
院
、
重
粒

子
病
院
な
ど
と
連
携
を
強
化
す

る
体
制
を
整
え
た
。
定
年
後
、

浦
安
で
町
医
者
と
な
っ
た
。
ま

ず
行
っ
た
の
は
治
療
薬
の
勉
強

で
あ
る
。
今
ま
で
は
手
術
と
病

院
経
営
の
医
師
活
動
だ
っ
た
の

で
、
薬
の
名
前
は
ほ
と
ん
ど
知

ら
な
か
っ
た
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬

は
使
わ
な
い
こ
と
を
問
屋
に
告

げ
、M

R

が
多
く
来
院
す
る
よ

う
に
し
た
。M

R

の
説
明
を
聞

く
う
ち
に
最
新
の
薬
を
覚
え
て

い
っ
た
。
良
い
薬
を
早
く
使
う

こ
と
で
「
ふ
じ
み
ク
リ
ニ
ッ
ク
に

行
け
ば
早
く
治
る
」
と
の
評
判

が
根
付
い
て
き
た
。
同
じ
系
統

の
薬
は
、
最
初
のM

R

の
紹
介

薬
の
導
入
を
原
則
と
し
た
の
で
、

競
っ
てM

R

が
訪
問
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
訪
問
回
数
が
少
な

け
れ
ば
他
に
切
り
替
え
る
の
も

原
則
と
し
た
。
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
は

「
在
宅
介
護
医
療
」
で
あ
る
、
浦

安
市
医
師
会
の
地
域
医
療
推
進

委
員
と
し
て
、
情
報
を
ク
ラ
ウ

ド
に
上
げ
て
多
職
種
が
共
有
連

携
す
る
在
宅
医
療
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
学
会
誌
に
投
稿
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
査
読
の
あ
る
学
会

誌
へ
の
投
稿
だ
っ
た
、
叙
勲
を

機
に
更
に
ま
た
不
断
探
求
の
医

師
の
道
を
歩
ん
で
い
き
た
い
。

　

令
和
４
年
春
の
叙
勲
で
瑞
宝

小
綬
章
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
、
千
葉
大
学
医

学
部
同
門
の
方
々
や
東
京
都
立

病
院
の
関
連
の
方
々
の
ご
支
援

と
ご
指
導
の
賜
物
と
深
く
感
謝

い
た
し
ま
す
。

　

私
は
昭
和
49
年
千
葉
大
学
を

卒
業
し
、
千
葉
大
学
第
１
外
科

教
室
（
現
：
臓
器
制
御
外
科
）

に
入
局
し
ま
し
た
。
第
１
外
科

教
室
や
小
田
原
市
立
病
院
、
君

津
中
央
病
院
な
ど
で
初
期
外
科

臨
床
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、

藤
本
茂
先
生
の
下
で
臨
床
腫
瘍

免
疫
研
究
の
指
導
を
受
け
、
学

位
記
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

昭
和
56
年
日
産
玉
川
病
院
外

科
に
就
職
後
、
秋
よ
り
東
京
都

立
府
中
病
院
外
科
医
員
と
し
て

就
職
。

　

そ
の
頃
、
府
中
病
院
の
外
科

ゐ の は な 同 窓 会 報

受
章
の
挨
拶

瑞
宝
小
綬
章

瑞
宝
小
綬
章
の
栄
誉
を
頂
い
て

�

竜　
　
　

崇　

正
（
昭
43
）

瑞
宝
小
綬
章

瑞
宝
小
綬
章
を
受
賞
し
て

�

南　
　
　

智　

仁
（
昭
49
）
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W
E

B

参
加
者

左
上
：
伊
豆
敦
子
（
昭
59
）

左
下
：
清
島
啓
治
郎
（
昭
35
）

右
下
：
植
田
郁
実
（
平
30
）

 

（
中
尾
照
逸
）

後
４
時
よ
り
銀
座
ア
ス
タ
ー
お

茶
の
水
賓
館
に
て
、
万
全
の
感

染
症
対
策
の
も
と
、
約
80
名
の

先
生
に
ご
出
席
い
た
だ
く
盛
況

と
な
り
ま
し
た
。
集
合
写
真
は

一
瞬
だ
け
マ
ス
ク
を
外
し
撮
影

い
た
し
ま
し
た
。

　

特
別
講
演
の
山
本
修
一
先
生

（
昭
58
）
は
「
病
院
長
は
面
白

い
、
理
事
長
も
面
白
い
、
で
も

大
変
」
と
題
し
て
、
千
葉
大
学

医
学
部
附
属
病
院
長
時
代
や
現

　

こ
の
世
代
の
子
供
さ
ん
達
は

独
り
立
ち
を
す
る
年
齢
で
も
あ

り
ま
す
。
社
会
人
と
し
て
活
躍

し
て
い
た
子
供
さ
ん
が
医
療
職

を
目
指
す
よ
う
に
な
り
、
親
と

し
て
暖
か
く
見
守
り
つ
つ
も
先

輩
医
療
者
と
し
て
可
能
な
限
り

支
援
し
よ
う
と
し
て
い
る
微
笑

ま
し
い
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

若
手
の
先
生
方
の
中
に
は
、

留
学
を
間
近
に
控
え
た
り
、
こ

れ
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
が
定

ま
ら
な
い
先
生
な
ど
が
い
ま
し

た
。
諸
先
輩
か
ら
留
学
中
の
学

び
だ
け
で
な
く
遊
び
の
心
得
も

聞
い
た
り
、「
キ
ャ
リ
ア
形
成

に
あ
た
っ
て
は
『
近
畿
ゐ
の
は

な
同
窓
会
』
の
先
輩
方
に
遠
慮

な
く
相
談
し
て
ほ
し
い
」
と
の

助
言
を
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

　

来
年
も
、
今
年
と
同
時
期
に

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
の
同
窓
会

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

「
留
学
先
か
ら
も
是
非
参
加
し

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
」
と
の
提

案
も
あ
り
、
雨
宮
浩
先
生
の
閉

会
の
辞
の
後
、
別
れ
を
惜
し
み

つ
つ
来
年
の
再
会
を
楽
し
み
に

各
自
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

写
真
右
か
ら

岡
田
厚
（
平
21
）、
林
富
貴
雄

（
昭
58
）、
中
尾
照
逸
（
昭
50
）、

宇
佐
美
暢
久
（
昭
31
）、
朝
長

毅
（
昭
59
）、
雨
宮
浩
（
昭
35
）、

玉
置
哲
也
（
昭
38
）、
増
村
道

雄
（
昭
50
）

　

中
堅
の
先
生
は
、
定
年
前
後

に
差
し
掛
か
り
転
職
や
起
業
な

ど
の
人
生
の
転
機
を
い
か
に
乗

り
切
っ
て
い
く
か
と
い
う
各
自

の
テ
ー
マ
を
か
か
え
て
お
り
、

先
輩
諸
氏
の
助
言
を
求
め
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
施
設
の
責
任
者
と
し

て
勤
務
先
で
の
コ
ロ
ナ
の
ク
ラ

ス
タ
ー
発
生
に
出
会
い
、
地
元

住
民
の
信
頼
を
裏
切
ら
な
い
よ

う
万
全
の
対
策
を
講
じ
て
乗
り

切
っ
た
貴
重
な
苦
労
話
も
聞
か

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

現
地
参
加
者
の
最
高
齢
は
91

歳
、W

eb

参
加
者
の
最
高
齢
は

87
歳
と
、
年
齢
に
関
係
な
く
ご

本
人
の
意
欲
に
応
じ
てZ

oom

を
用
い
たon line

で
の
参
加
が

可
能
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

　

高
齢
の
先
生
が
た
は
、
自
ら

の
体
力
に
応
じ
た
無
理
の
な
い

医
師
と
し
て
の
勤
務
形
態
を
探

り
出
し
て
お
り
、
生
き
が
い
を

感
じ
つ
つ
日
々
を
過
ご
し
て
お

ら
れ
る
ご
様
子
が
伺
い
知
れ
ま

し
た
。

場
へ
出
張
さ
せ
協
力
を
し
て
き

ま
し
た
。

　

平
成
24
年
都
立
多
摩
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー（
前
：
都
立
府
中
病

院
）
院
長
へ
転
出
。
都
立
小
児

総
合
病
院
と
同
じ
建
物
で
、
１

３
５
０
床
の
巨
大
病
院
で
す
。

平
成
25
年
３
月
東
京
都
を
退
職
。

現
在
介
護
老
人
保
健
施
設
長
と

し
て
手
伝
っ
て
い
ま
す
。
令
和
４

年
７
月
現
在
オ
ミ
ク
ロ
ンBA

5

の
ク
ラ
ス
タ
ー
で
大
変
な
状
況

で
す
が
、
社
会
貢
献
は
続
い
て

お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
活
躍
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

各地ゐのはな会
　

２
０
２
２
年
５
月
15
日
（
日
）

12
時
半
か
ら
15
時
半
ま
で
大

阪
新
阪
急
ホ
テ
ル
で
、
会
場
と

Z
oom

利
用
に
よ
るW

eb

の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
３
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
が
、
会
場
は
、

雨
で
も
濡
れ
な
い
よ
う
に
梅
田

駅
あ
る
い
はJR

大
阪
駅
か
ら
地

下
道
を
使
っ
て
到
着
で
き
る
会

場
を
選
び
ま
し
た
。

　

現
地
参
加
者
８
名
、W

eb

参
加
者
３
名
の
11
名
と
、
こ
じ

ん
ま
り
と
し
た
同
窓
会
と
な
り

ま
し
た
が
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開

催
と
い
う
新
し
い
試
み
で
す
の

で
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
中
に

は
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
を
心
配
な

さ
っ
て
か
、
開
始
30
分
前
に
は

３
名
も
の
方
が
応
援
に
駆
け
つ

け
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

世
話
人
で
あ
る
中
尾
が
慣
れ

な
いZ

oom

操
作
の
準
備
に
手

が
取
ら
れ
て
い
る
間
に
、
受
付
、

会
計
や
名
札
の
配
布
な
ど
を
有

志
の
方
々
が
手
伝
っ
て
下
さ
り
、

何
と
か
開
演
に
間
に
合
い
ま
し

た
。

　

ま
ず
は
、
玉
置
哲
也
先
生
の

挨
拶
の
後
に
現
地
参
加
者
の
み

の
食
事
タ
イ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

会
場
は
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
付
き

の
丸
テ
ー
ブ
ル
２
卓
が
用
意
さ

れ
て
お
り
、
１
卓
に
４
名
と
蜜

を
避
け
た
設
営
が
な
さ
れ
、
ホ

テ
ル
側
か
ら
は
、〝
マ
ス
ク
の
装

着
、
黙
食
の
励
行
そ
し
て
隣
の

テ
ー
ブ
ル
へ
出
向
い
て
の
ビ
ー
ル

の
注
ぎ
合
い
な
ど
は
控
え
て
下

さ
い
〞
と
い
っ
た
注
意
が
あ
り

ま
し
た
。

　

食
事
後
にW

eb

参
加
者
全

員
のZ

oom

へ
の
入
室
を
待
っ

て
13
時
半
か
ら
ス
ク
リ
ー
ン
前

に
集
ま
り
、
集
合
写
真
を
撮
り

ま
し
た
。

　

上
田
真
喜
子
会
長
が
や
む

を
え
な
い
用
事
で
急
遽
欠
席
さ

れ
た
た
め
、
宇
佐
美
暢
久
先
生

が
代
行
と
し
て
開
会
の
挨
拶
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
物

故
者
へ
の
黙
祷
後
に
、
各
自
の

近
況
報
告
へ
と
移
り
ま
し
た
。

令
和
４
年
総
会
開
催
報
告

　

令
和
４
年
東
京
ゐ
の
は
な
会

総
会
は
、
７
月
９
日
（
土
）
午

ゐ の は な 同 窓 会 報
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ご
参
加
、
な
い
し
ご
寄
付
と

い
う
形
で
の
ご
支
援
を
頂
き
ま

す
れ
ば
幸
い
で
す
。

igaku-shoin.co.jp/ paper/
archive/ y2022/3476_01

）。

こ
ち
ら
も
合
わ
せ
て
ご
覧
頂
き

ま
す
れ
ば
幸
い
で
す
。

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ
、

C
O

V
ID

-19

に
よ
り
様
々
な

分
断
を
乗
り
越
え
、「
創
薬
」
と

い
う
神
輿
を
担
ぐ
言
わ
ば
薬
理

学
の
「
ま
つ
り
」
に
集
う
皆
さ

ま
が
、
知
ら
な
い
う
ち
に
大
き

な
輪
を
作
っ
て
ゆ
く
、
そ
ん
な

学
術
集
会
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
。

　

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttps:// w

w
w

.con
gre.

co.jp/ jpw
2022/

）
を
ご
覧
頂

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

尚
、
私
の
年
会
を
扱
っ
た
記

事
「
学
術
集
会
の
未
来
を
語

ろ
う
」
が
、
７
月
４
日
発
行
の

週
刊
医
学
会
新
聞
の
一
面
を
飾

り
ま
し
た
（https:// w

w
w

.
本
直
樹
会
長
：
聖
マ
リ
ア
ン
ナ

医
科
大
学
）
と
の
同
時
期
開

催
を
行
う
こ
と
で
す
。JPW

 

（Japan B
asic and C

linical 
P

harm
acology W

ee k

：
日

本
薬
理
学
関
連
学
会
週
間
） 

２

０
２
２
大
会
と
銘
打
っ
て
、
臨
床

薬
理
学
会
以
外
に
20
の
学
会
／

学
術
団
体
と
の
共
催
企
画
を
実

施
し
、
臨
床
系
３
学
会
の
後
援

を
得
て
、
創
薬
科
学
に
関
連
す

る
多
く
の
学
会
間
で
の
包
括
的

連
携
の
端
緒
と
な
り
、
我
が
国

の
創
薬
科
学
の
未
来
を
語
り
合

う
場
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。

　

そ
の
思
い
を
込
め
て
今
回

「
つ
な
げ
よ
う
、
つ
な
が
ろ
う
」

　

会
の
最
後
に
は
ご
来
賓
の
９

名
の
現
役
千
葉
大
学
医
学
部

教
授
の
皆
さ
ま
か
ら
温
か
い
ス

ピ
ー
チ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
亥
鼻
祭
実
行
委
員
会
か

ら
も
３
名
の
学
生
が
参
加
し
て
、

亥
鼻
祭
へ
の
寄
付
な
ど
大
い
に

PR

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

新
年
会
は
、
来
年
１
月
14
日

（
土
）
午
後
４
時
か
ら
銀
座
ア

ス
タ
ー
お
茶
の
水
賓
館
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
１
人
で
も
多
く
の

皆
さ
ま
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

 

（
岡
本
和
久
）

在JC
H

O

理
事
長
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
熱
弁
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

若
手
シ
ョ
ー
ト
ス
ピ
ー
チ
で

は
、
清
水
逸
平
先
生
（
平
14
：

順
天
堂
大
学
循
環
器
内
科
学

准
教
授
）、
田
啓
樹
先
生
（
平

19
：
昭
和
大
学
衛
生
学
公
衆
衛

生
学
講
座
助
教
）
が
会
場
で
精

力
的
な
研
究
に
基
づ
く
発
表
を

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
ハ
ー
バ
ー
ド
留
学
中

の
小
田
紘
子
先
生
（
平
20
：
東

京
大
学
産
婦
人
科
）
も
ボ
ス
ト

ン
か
ら
早
朝
６
時
にZ

oom

で

発
表
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ゐ
の
は
な
同
窓
会
理
事
（
総

務
担
当
）
の
医
学
研
究
院
薬
理

学   

安
西
で
す
。

　

来
る
２
０
２
２
年
11
月
30
日

（
水
）
か
ら
12
月
３
日
（
土
）

ま
で
の
４
日
間
、
パ
シ
フ
ィ
コ

横
浜
に
て
、
第
96
回
日
本
薬
理

学
会
年
会
を
会
長
と
し
て
主
宰

さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
場
を
借
り
て
ご
紹
介

を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

日
本
薬
理
学
会
は
昭
和
２ 

（
１
９
２
７
） 

年
設
立
の
歴
史
あ

る
学
会
で
、
会
員
数
約
４
，０
０

０
人
（
昨
年
末
）、
日
本
医
学
会

に
加
盟
（
分
科
会N

o.5

）
し
、

平
成
24
年
よ
り
公
益
社
団
法
人

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

千
葉
大
学
医
学
部
と
し
て
日

本
薬
理
学
会
年
会
を
開
催
し
ま

す
の
は
、
昭
和
29
年
４
月
の
第

27
回
年
会
長
を
務
め
た
薬
理
学

第
３
代
教
授
の
小
林
龍
男
先
生
、

昭
和
62
年
３
月
の
第
60
回
年
会

長
を
務
め
た
脳
研
薬
理
教
授
の

萩
原
彌
四
郎
先
生
以
来
、
私
が

35
年
ぶ
り
３
回
目
で
す
。

　

こ
の
第
96
回
年
会
の
最
大

の
特
徴
は
、
第
43
回
日
本
臨

床
薬
理
学
会
学
術
総
会
（
松

日本薬理学会年会 ゐ の は な 同 窓 会 報

第
96
回
日
本
薬
理
学
会
年
会

　

Ｊ
Ｐ
Ｗ
２
０
２
２
大
会
の
ご
紹
介

安　

西　

尚　

彦
（
平
２
）
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師
に
な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち

の
あ
る
若
い
方
に
た
く
さ
ん
来

て
頂
け
る
こ
と
を
望
ん
で
お
り

ま
す
。
ま
た
、
関
連
す
る
各
科
、

し
、
外
科
専
門
医
、
消
化
器
外

科
専
門
医
、
乳
腺
外
科
専
門

医
、
内
視
鏡
外
科
学
会
技
術
認

定
、
大
腸
肛
門
病
専
門
医
、
消

化
器
内
視
鏡
学
会
専
門
医
食
道

外
科
専
門
医
な
ど
当
科
で
診
療

す
る
関
連
専
門
医
も
専
門
に
応

じ
て
取
得
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
て
い
ま
す
。D

a V
inci

ロ

ボ
ッ
ト
手
術
も
２
０
１
３
年
に

食
道
ア
カ
ラ
シ
ア
に
対
し
て
第
１

例
を
臨
床
研
究
と
し
て
開
始
し
、

他
疾
患
に
も
適
応
を
拡
げ
、
そ

の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
活
か
せ

る
直
腸
癌
で
は
現
在
ほ
ぼ
全
例

に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め

のcertification

も
順
次
、
取

得
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
皆
様
の
ご
支
援
に

よ
り
第
１
２
１
回
日
本
外
科
学

会
定
期
学
術
総
会
を
主
催
さ

せ
て
頂
き
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
多
難
な
開
催
で
あ
り
ま
し
た

が
、
多
く
の
外
科
教
授
を
は
じ

め
、
皆
様
よ
り
盛
会
と
の
お
褒

め
の
言
葉
も
頂
き
ま
し
た
。
そ

の
際
の
テ
ー
マ
は
理
（
こ
と
わ

り
）
術
（
す
べ
）
熱
情
と
し
ま

し
た
。
論
理
に
基
づ
い
た
外
科

学
、
技
術
、
医
術
の
鍛
錬
・
進

歩
、
仁
術
と
し
て
慈
愛
を
も
っ

て
患
者
さ
ん
に
接
し
、
そ
れ
ら

を
熱
い
気
持
ち
を
持
っ
て
行
い

続
け
る
と
い
う
当
科
の
方
針
を

テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。
入
局
し

た
医
師
に
は
指
導
教
官
を
中
心

に
熱
い
教
育
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
す
。
是
非
、
す
ば
ら
し
い
医

い
う
フ
レ
ー
ズ
で
若
手
外
科
医

を
育
成
し
て
き
ま
し
た
。
本
学

医
学
部
附
属
病
院
に
お
け
る
平

成
16
年
の
診
療
科
再
編
に
よ
り
、

旧
第
一
外
科
、
現
臓
器
制
御
外

科
と
役
割
分
担
を
行
い
、
現
在

は
食
道
、
胃
、
大
腸
、
肥
満
外

科
治
療
、
腎
移
植
、
甲
状
腺

の
良
性
・
悪
性
疾
患
の
外
科
治

療
を
中
心
に
診
療
・
研
究
に
当

た
っ
て
お
り
ま
す
。
地
域
医
療

の
崩
壊
、
外
科
医
の
減
少
を
食

い
止
め
る
べ
く
、
ま
た
専
門
医

機
構
に
よ
る
新
た
な
専
門
医
制

度
へ
の
対
応
、
ア
カ
デ
ミ
ア
と

し
て
の
医
学
博
士
取
得
を
含
め
、

地
域
医
療
か
ら
医
学
会
を
リ
ー

ド
す
る
外
科
医
ま
で
幅
広
く
そ

の
育
成
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

遺
伝
子
レ
ベ
ル
の
研
究
か
ら
新

規
治
療
の
臨
床
研
究
ま
で
幅
広

い
研
究
体
制
を
敷
い
て
、
教
室

員
の
総
力
を
あ
げ
て
新
た
な
治

療
を
創
出
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

千
葉
大
学
外
科
関
連
各
科
、

当
科
関
連
病
院
と
緊
密
に
連
携

行
っ
て
い
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
治
療
に
関
し
て
は
多
数
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ボ
ッ
ト

を
活
用
し
、
反
復
経
頭
蓋
磁
気

刺
激
、C

I

療
法
な
ど
の
ニ
ュ
ー

ロ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
先

進
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
治

療
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た

高
次
脳
機
能
障
害
者
の
自
動
車

運
転
評
価
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

高
次
脳
機
能
評
価
と
ド
ラ
イ
ビ

ン
グ
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
で
初
期
評

価
を
行
っ
た
後
、
連
携
し
て
い

る
教
習
所
で
当
セ
ン
タ
ー
の
作

業
療
法
士
と
教
習
所
の
教
官
で

評
価
を
行
い
、
最
終
結
果
を
公

安
委
員
会
へ
の
診
断
書
と
し
て

作
成
し
て
い
ま
す
。
福
祉
施
設

と
し
て
自
立
訓
練
施
設
と
就
労

移
行
支
援
施
設
が
あ
り
、
福
祉

の
制
度
を
利
用
し
た
自
立
生
活
、

社
会
参
加
、
就
労
に
向
け
た
訓

練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
３
年
前
に

地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、

個
人
・
団
体
か
ら
の
相
談
を
受

け
、
当
セ
ン
タ
ー
の
様
々
な
機
能

へ
つ
な
ぐ
総
合
相
談
部
、
県
内
の

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
ま

　

千
葉
県
千
葉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
は
昭
和
56
年

に
千
葉
県
が
設
置
し
た
総
合
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

で
す
。
理
念
は
「
誰
も
が
街
で

暮
ら
す
た
め
に
」
で
あ
り
、
障

害
が
あ
っ
て
も
地
域
で
不
自
由

な
く
暮
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
良
質
な
医
療
と
福
祉
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー

で
は
入
院
施
設
と
し
て
成
人
が

１
１
０
床
（
一
般
病
棟
31
床
、

回
復
期
リ
ハ
病
棟
50
床
、
障
害

者
病
棟
29
床
）、
小
児
が
１
３

２
床
の
計
２
４
２
床
が
稼
働
し

て
い
ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療

に
関
し
て
は
脳
卒
中
、
脳
外
傷
、

脊
髄
損
傷
、
切
断
な
ど
の
疾
患

に
対
し
て
回
復
期
お
よ
び
生
活

期
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
治
療

を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー

で
は
中
枢
神
経
疾
患
に
よ
る
痙

縮
で
困
っ
て
い
る
患
者
が
小
児
、

成
人
と
も
多
く
、
こ
れ
に
対
す

る
治
療
と
し
て
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
療

法
、
髄
注
バ
ク
ロ
フ
ェ
ン
療
法

な
ど
の
先
進
的
な
痙
縮
治
療
を

　

当
科
は
千
葉
医
科
大
学
教

授
で
あ
っ
た
瀬
尾
貞
信
教
授
が

大
正
15
年
10
月
１
日
に
瀬
尾
外

科
教
室
と
し
て
独
立
し
創
設
さ

れ
ま
し
た
。
昭
和
７
年
第
33
回

日
本
外
科
学
会
に
て
食
道
外
科

の
宿
題
報
告
を
さ
れ
、
現
在
ま

で
当
科
の
重
要
な
臨
床
・
研
究

テ
ー
マ
の
１
つ
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
中
山
恒
明
教
授
、

佐
藤
博
教
授
、
磯
野
可
一
教
授
、

落
合
武
徳
教
授
と
引
き
継
が
れ
、

私
が
平
成
19
年
に
第
６
代
目

の
教
授
と
し
て
拝
命
さ
れ
ま
し

た
。
瀬
尾
教
授
に
よ
る
世
界
で

初
め
て
の
胃
全
摘
後
空
腸
間
置

術
、
中
山
教
授
の
食
道
癌
手
術

成
績
の
向
上
を
は
じ
め
と
し
て
、

常
に
〝N

eues

〞 

を
念
頭
に
世

界
へ
発
信
で
き
る
最
先
端
の
医

療
・
医
学
研
究
に
邁
進
し
、
質

の
高
い
医
療
を
安
心
し
て
提
供

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
。

　

教
育
に
関
し
て
も
歴
史
的
に

た
い
へ
ん
熱
心
で
あ
り
、「
誰
で

も
一
人
前
の
外
科
医
に
！
」
と

関
連
病
院
の
皆
様
に
も
今
後
の

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
御
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

と
め
る
県
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

支
援
セ
ン
タ
ー
、
災
害
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
（
千
葉JR

A
T

）
を

担
う
地
域
リ
ハ
推
進
部
、
高
次

脳
機
能
障
害
者
に
対
し
て
、
相

談
、
グ
ル
ー
プ
訓
練
、
県
支
援

セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
持
つ
高
次
脳

機
能
障
害
支
援
部
を
有
し
、
セ

ン
タ
ー
内
だ
け
で
は
な
く
、
県

内
全
体
に
わ
た
る
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
の
機
能
を
高
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
本
年
７
月
に
千
葉
県
の

医
療
的
ケ
ア
児
セ
ン
タ
ー
の
指

定
を
受
け
、
医
療
的
ケ
ア
児
に

向
け
て
の
支
援
、
県
内
の
関
係

職
種
に
対
す
る
研
修
会
開
催
な

ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

医
学
生
、
医
師
の
教
育
に
関

し
て
は
、
学
生
教
育
と
し
て
千

葉
大
学
医
学
部
の
リ
ハ
ビ
リ

ゐ の は な 同 窓 会 報

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

千
葉
県
千
葉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

 

セ
ン
タ
ー
長
・
千
葉
大
学
医
学
部
臨
床
教
授　
　
　

 

菊　

地　

尚　

久
（
金
沢
大
・
平
２
）

千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院

先
端
応
用
外
科
（
旧
第
二
外
科
）

�
に
お
け
る
外
科
研
修

 

　

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院　

先
端
応
用
外
科　
　
　

 

教
授　

松　

原　

久　

裕
（
昭
59
）
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し
学
ぶ
こ
と
で
、
成
長
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

IV
R

は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
やC

T

ス
キ
ャ
ン
、
エ
コ
ー
な
ど
に
よ
っ

て
得
ら
れ
た
画
像
を
も
と
に
行

わ
れ
る
処
置
の
総
称
で
す
。
基

礎
的
な
治
療
の
助
手
ま
た
は
術

者
を
上
級
医
の
指
導
の
下
行
い

ま
す
。

　

他
大
学
で
は
診
断
と
治
療
で

異
な
る
医
局
と
な
り
、
交
流
が

乏
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で

す
が
、
千
葉
大
学
で
は
同
じ
医

局
に
属
し
、
日
々
の
診
療
は
も

ち
ろ
ん
研
究
面
で
も
密
な
関
係

性
を
築
い
て
い
ま
す
。

　

２
年
目
以
降
は
、
志
望
す
る

分
野
に
応
じ
、
他
施
設
を
含
め

て
研
修
が
続
い
て
い
き
ま
す
。

先
輩
方
の
よ
う
に
幅
広
い
知
識

を
持
ち
、
診
療
や
、
も
う
一
つ

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
に
な
る
予

定
で
あ
る
死
因
究
明
の
一
助
と

な
れ
る
よ
う
に
精
進
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
進
路
を
決
め
る
医

学
生
や
初
期
研
修
医
の
皆
様
に

と
っ
て
は
、
放
射
線
科
医
は
具

体
的
に
何
を
し
て
い
る
の
か
想

像
が
つ
き
に
く
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ぜ
ひ
、
ア
ス
パ
イ
ア
や

臨
床
研
修
中
に
放
射
線
科
を

ロ
ー
テ
ー
ト
し
、
放
射
線
科
の

魅
力
を
肌
で
感
じ
、
千
葉
大
学

放
射
線
科
へ
の
入
局
を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。
２
０
２
１
年
よ
り

オ
ー
プ
ン
し
た
新
中
央
診
療
棟

で
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

画
像
診
断
・IV

R

・
放
射
線

治
療
と
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

放
射
線
科
の
専
門
医
制
度
は
２

段
階
と
な
っ
て
お
り
、
２
段
階

目
に
治
療
と
診
断
で
分
か
れ
ま

す
が
、
最
終
的
な
専
門
に
よ
ら

ず
１
段
階
目
で
は
全
て
の
分
野

の
診
療
に
携
わ
り
、
学
ぶ
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

治
療
部
で
は
、
放
射
線
治
療

計
画
の
作
成
や
腔
内
照
射
の
介

助
を
行
い
ま
す
。
基
本
的
に
は

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
則
っ
て
照
射
野

を
設
定
し
ま
す
が
、
病
変
の
位

置
や
患
者
さ
ん
の
背
景
に
よ
っ
て

は
個
別
に
検
討
す
る
必
要
の
あ

る
症
例
も
多
々
あ
り
ま
す
。
患

者
さ
ん
の
予
後
とQ

O
L

を
考

慮
し
つ
つ
、
多
く
の
先
生
方
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら

よ
り
よ
い
照
射
野
を
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
日
本
初
と
な
る

M
R

I

と
放
射
線
治
療
装
置
の
融

合
機
、1.5T

-M
R

I

リ
ニ
ア
ッ
ク

が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
最
新
鋭

の
治
療
を
間
近
で
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

診
断
部
で
は
、
２
０
１
８
年

に
画
像
診
断
セ
ン
タ
ー
が
設
立

さ
れ
、
中
枢
神
経
、
頭
頸
部
、

胸
部
、
腹
部
、
乳
腺
、
骨
軟
部
、

産
婦
人
科
、
小
児
と
い
っ
た
各

領
域
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
先

生
方
が
所
属
し
て
い
ま
す
。
こ

の
強
み
を
活
か
し
、
サ
ブ
ス
ペ

シ
ャ
リ
テ
ィ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を

導
入
し
て
い
ま
す
。
１
か
月
ご

と
に
各
分
野
を
集
中
し
て
読
影

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
千
葉

大
学
ゐ
の
は
な
同
窓
会
の
皆
様

に
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
治

療
が
必
要
な
患
者
の
ご
紹
介
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
治
療
に

関
す
る
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
の
で
遠
慮
な
く
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
ま
た
見
学
を
ご
希
望

の
方
も
歓
迎
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
のA

C
C

と

し
て
丸
１
日
体
験
学
習
を
当
セ

ン
タ
ー
の
様
々
な
部
署
で
行
っ

て
い
ま
す
。
専
攻
医
と
し
て
は

当
セ
ン
タ
ー
が
日
本
専
門
医
機

構
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

基
幹
施
設
と
な
っ
て
お
り
、
ま

た
千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院

ほ
か
の
連
携
施
設
に
も
な
っ
て

お
り
、
現
在
は
６
名
の
専
攻
医

が
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

線
診
断
科
に
興
味
を
持
ち
ま
し

た
。
槇
野
先
生
は
千
葉
大
学
放

射
線
科
で
研
修
を
積
ま
れ
、
現

在
東
京
大
学
法
医
学
教
室
准
教

授
／
千
葉
大
学
法
医
学
教
室
特

任
教
授
と
し
て
法
医
学
者
兼
画

像
診
断
医
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
６
年
次
の

学
内
自
由
選
択
期
間
（
現
在
は

ア
ス
パ
イ
ア
と
呼
ば
れ
、
シ
ス

テ
ム
が
変
わ
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。）
で
は
放
射
線
科
を
選
択
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
画
像
診
断

に
魅
力
を
感
じ
法
医
学
教
室
に

加
え
て
放
射
線
科
へ
の
入
局
も

決
意
し
ま
し
た
。

　

放
射
線
科
の
診
療
内
容
は
、

　

私
は
令
和
２
年
（
２
０
２
０

年
）
に
千
葉
大
学
医
学
部
を
卒

業
し
、
今
年
度
よ
り
千
葉
大
学

放
射
線
科
に
入
局
い
た
し
ま
し

た
。
小
学
生
の
頃
よ
り
法
医
学

に
携
わ
り
た
い
と
考
え
て
お
り
、

医
師
を
目
指
し
ま
し
た
。
大
学

入
学
後
も
そ
の
気
持
ち
は
揺
ら

ぐ
こ
と
な
く
過
ご
し
て
お
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
学
生
時
代
で

槇
野
陽
介
先
生
に
憧
れ
、
放
射

研修医だよりタッチパネル

　

１
０
０
年
前
の
こ
の
ジ
ャ
ー

ナ
ル
はJO

H
N

S
 H

O
P

-
K

IN
S

大
学
の
図
書
館
に
あ

る
。
洋
紙
に
印
刷
さ
れ
て
１
０

０
年
以
上
経
過
し
て
い
る
の
で
、

コ
ピ
ー
を
取
る
際
に
乱
暴
に
持

ち
上
げ
る
と
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り

そ
う
だ
。
や
が
て
は
電
磁
記
録

に
置
き
換
え
ら
れ
る
の
だ
ろ
う

が
電
磁
記
録
の
記
録
方
式
は
数

年
ご
と
に
次
々
と
目
ま
ぐ
る
し

く
変
わ
る
か
ら
正
倉
院
に
あ
る

書
類
の
よ
う
に
１
０
０
０
年
後

の
人
に
も
こ
の
ま
ま
の
形
で
読

ん
で
も
ら
え
る
も
の
だ
ろ
う
か
。

た
っ
た
20
年
前
に
３
・
５
イ
ン

チ
フ
ロ
ッ
ピ
ー
に
入
れ
た
記
録
さ

え
、
い
ま
読
も
う
と
す
る
と
簡

単
で
は
な
い
。
振
り
返
っ
て
見

れ
ば
同
じ
３
・
５
イ
ン
チ
フ

ロ
ッ
ピ
ー
で
も
メ
ー
カ
ー
ご

と
に
記
録
方
式
が
違
っ
て
い

た
の
だ
。

　

M
O

は
既
に
過
去
の
も
の

に
な
り
、SD

カ
ー
ド
もU

SB
 

フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ
ー
もC

D
- 

R

もD
V

D

も
程
な
く
淘
汰

さ
れ
て
新
し
い
方
式
に
変
る
だ

ろ
う
。
ハ
ー
ド
デ
ス
ク
も
例
外

で
は
な
い
は
ず
だ
。

　
『
萬
葉
集
』
が
現
代
に
残
っ

て
い
る
の
は
大
伴
家
持
が
パ
ソ

コ
ン
や
ワ
ー
プ
ロ
を
持
っ
て
お

ら
ず
和
紙
に
毛
筆
で
書
い
た

お
陰
だ
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

ぱ
ら
電
気
信
号
を
伝
達
す
る
回

路
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
１
０

０
年
以
上
前
の
顕
微
鏡
観
察
で

は
染
色
に
よ
っ
て
固
定
さ
れ
た

細
胞
や
組
織
を
見
て
い
た
の
で

形
態
し
か
確
認
で
き
な
か
っ
た

の
だ
。
動
き
の
な
い
静
止
画
像

だ
。
生
体
染
色
が
開
発
さ
れ
て

生
き
た
状
態
の
細
胞
の
観
察
が

可
能
に
な
り
驚
く
べ
き
こ
と
が

発
見
さ
れ
た
。
現
在
で
は
『
軸

索
輸
送
』
と
い
う
用
語
で
広
く

知
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
神
経

細
胞
か
ら
伸
び
る
軸
索
の
内
部

に
は
液
が
流
れ
て
い
て
、
そ
の

流
れ
の
中
で
顆
粒
が
活
発
に
移

動
し
て
い
た
の
だ
。

　

こ
れ
を
世
界
で
初
め
て
報
告

し
た
論
文
はJO

H
N

S H
O

P-
K

IN
S H

O
SPITA

L
 BU

L
-

LE
T

IN
, 31:91 -93

（1920

） 

に
載
っ
て
い
る
。
著
者
は
タ
カ
サ

ブ
ロ
ウ  

マ
ツ
モ
ト
、
ジ
ャ
パ
ン
。

当
時
そ
こ
に
留
学
し
て
い
た
後
の

千
葉
医
科
大
学
精
神
科
教
授
、
同

大
学
学
長
の
松
本
高
三
郎
だ
。
顕

微
鏡
写
真
の
技
術
は
ま
だ
発
達
し

て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
顕
微

鏡
画
像
は
全
て
詳
細
な
手
描
き
の

ス
ケ
ッ
チ
に
な
っ
て
い
る
。

　

紙
の
寿
命
は
和
紙
が
１
０

０
０
年
、
洋
紙
が
１
０
０
年
と

言
わ
れ
て
い
る
。
西
暦
６
１
０

年
に
日
本
に
伝
わ
っ
た
和
紙
だ

が
、
洋
紙
と
較
べ
た
そ
の
耐
久

性
は
驚
く
べ
き
も
の
だ
。
奈
良

の
正
倉
院
に
は
７
０
２
年
に
書

か
れ
た
戸
籍
の
記
録
が
残
っ
て

い
る
。
１
３
０
０
年
の
歳
月
に

耐
え
て
い
る
の
だ
。

　

古
事
記
も
日
本
書
紀
も
源

氏
物
語
も
も
し
洋
紙
に
書
か

れ
て
い
た
ら
現
代
ま
で
残
っ
て

い
た
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。

　

１
９
８
０
年
代
に
、
図
書
館

に
保
存
さ
れ
て
い
る
図
書
の
紙

が
劣
化
し
て
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る

と
い
う
事
象
が
問
題
に
な
り
、

そ
の
後
に
洋
紙
の
改
良
が
進
め

ら
れ
て
酸
性
を
除
去
し
た
中

性
紙
と
呼
ば
れ
る
現
在
の
特

別
な
洋
紙
の
寿
命
は
３
０
０
〜

４
０
０
年
に
延
び
た
が
、
ま
だ

和
紙
に
は
及
ば
な
い
。

　

神
経
細
胞
は
２
種
類
の
突

起
を
持
っ
て
い
る
。
樹
状
突

起
と
軸
索
だ
。
こ
の
突
起
は

繋
が
り
合
っ
て
情 

報
を
伝
達

す
る
シ
ナ
プ
ス
を
形
成
し
て

い
る
。
軸
索
は
最
初
、
も
っ

ゐ の は な 同 窓 会 報

研
修
医
だ
よ
り

放
射
線
科
医
へ
の
道
を
歩
み
は
じ
め
て

　

千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院　

放
射
線
科

　

久
保
田　

姫　

子
（
令
２
）

　

１
０
０
年
前
の
論
文

 

都
み
や
こ　

川が
わ　

流
り
ゅ
う　

花か
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ペ
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ネ
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会
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我
々
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
先
輩
方
、
千
葉
大
学
に
関
心

を
寄
せ
て
お
ら
れ
る
受
験
生
や

関
係
者
の
皆
様
、
そ
し
て
な
に

よ
り
、
学
生
の
成
長
を
見
守
っ

て
く
だ
さ
る
保
護
者
の
皆
様
と

の
交
流
、
親
睦
の
場
と
し
て
の

機
能
も
果
た
し
て
参
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
制
限
さ
れ
て
い
た
、

そ
う
し
た
人
と
人
と
の
関
わ
り

を
少
し
ず
つ
取
り
戻
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
度
亥
鼻
祭
の

テ
ー
マ
は
「C

olorful

」
で
す
。

亥
鼻
祭
に
関
わ
る
全
て
の
人
が

自
ら
の
個
性
を
存
分
に
発
揮
し
、

亥
鼻
祭
を
彩
り
豊
か
に
色
付
け

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を

込
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
長
き
に
わ
た
っ
て

亥
鼻
祭
が
開
催
で
き
た
の
も
、

同
窓
会
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、

亥
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
地
域
の

皆
様
や
保
護
者
の
方
々
の
、
ご

支
援
ご
協
力
の
賜
物
で
ご
ざ
い

ま
す
。
謹
ん
で
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
皆
様
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
、
亥
鼻
祭
当
日
ま

で
我
々
委
員
一
丸
と
な
っ
て
皆

様
と
と
も
に
新
し
い
亥
鼻
祭
を

作
り
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
学

生
一
同
、
皆
様
の
ご
参
加
を
心

よ
り
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

踏
み
出
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
多
く
の
大
学
祭
が
開
催
を
断

念
す
る
中
、
亥
鼻
祭
は
こ
の
２

年
間
、
創
意
工
夫
を
重
ね
バ
ト

ン
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
先
輩
方

の
ご
支
援
・
ご
協
力
の
お
か
げ

で
ご
ざ
い
ま
す
。
改
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
度
亥
鼻
祭
は
11

月
６
日
（
日
）
の
開
催
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
開
催
形
式
等

に
関
し
ま
し
て
は
現
在
協
議
中

で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ

３
年
ぶ
り
の
実
地
開
催
も
視
野

に
入
れ
て
準
備
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
亥
鼻
祭
は
近
隣
住
民
の

方
々
や
協
賛
企
業
様
、
い
つ
も

　

亥
鼻
祭
は
、
千
葉
大
学
亥
鼻

キ
ャ
ン
パ
ス
で
毎
年
11
月
初
旬

に
開
催
さ
れ
る
大
学
祭
で
、
医

学
部
、
薬
学
部
、
看
護
学
部

の
三
学
部
が
協
同
し
て
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
２
０
２
０
年
度

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま

し
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
仮
想
空

間
に
再
現
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
で

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、

多
く
の
方
々
か
ら
好
評
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
２
０
２
１
年
度

は
無
観
客
開
催
で
は
あ
る
も
の

の
、
２
０
２
０
年
度
に
実
施
し

た
コ
ン
テ
ン
ツ
に
加
え
、
記
念

講
堂
か
ら
のYouTube

生
配

信
に
挑
戦
を
し
ま
し
て
、
実
地

開
催
に
向
け
て
大
き
な
一
歩
を

ゐ の は な 同 窓 会 報

学
内
情
報

ゐのはな同窓会支援
医学部教授が薦めるこの一冊

 　　　千葉大学附属図書館亥鼻分館長　安　西　尚　彦（平２）

亥
鼻
祭
２
０
２
２
開
催
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　

２
０
２
２
年
度
亥
鼻
祭
実
行
委
員
長

�

医
学
部
３
年　

中　

山　

哲　

志

亥鼻祭2022ロゴ
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お
い
て
、
ベ
ス
ト
４
と
い
う
成

績
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

優
勝
に
は
あ
と
一
歩
及
び
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
一
つ
の
目
標
に

向
か
っ
て
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
、

全
力
で
活
動
す
る
こ
と
の
素
晴

ら
し
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
東
医
体
代
替
試
合
を

含
め
、
平
素
よ
り
、
顧
問
の
安

西
尚
彦
先
生
や
、
副
顧
問
の
坂

本
信
一
先
生
を
は
じ
め
、
た
く

さ
ん
の
Ｏ
Ｂ
の
先
生
方
か
ら
ご

支
援
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
。
先

生
方
の
支
え
の
上
で
、
活
動
で

き
て
い
る
こ
と
を
心
に
留
め
、

こ
の
歴
史
あ
る
千
葉
大
学
医
学

部
硬
式
野
球
部
の
伝
統
を
受
け

継
ぎ
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
未
だ
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威

を
ふ
る
っ
て
い
る
状
況
で
は
あ

り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
中
で
も

部
活
動
に
取
り
組
め
て
い
る
こ

と
に
感
謝
し
、
今
後
と
も
医
学

生
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
な
が

ら
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

の
分
、
一
人
当
た
り
の
練
習
の

質
や
量
は
向
上
し
ま
す
し
、
上

級
生
と
下
級
生
の
上
下
関
係
も

厳
し
く
な
く
、
と
て
も
良
い
雰

囲
気
の
中
で
部
活
動
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

部
の
目
標
は
、
毎
年
８
月
に

行
わ
れ
る
東
日
本
医
科
学
生
総

合
体
育
大
会
で
優
勝
す
る
こ
と

で
す
。
今
年
も
、
昨
年
、
一
昨

年
に
引
き
続
き
、
東
医
体
の
硬

式
野
球
競
技
は
中
止
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
代
わ
り
に

行
わ
れ
た
東
医
体
代
替
試
合
に

活
発
に
議
論
し
合
っ
た
り
す
る

こ
と
で
、
大
学
か
ら
野
球
を
本

格
的
に
始
め
た
部
員
も
、
試
合

に
出
場
し
、
活
躍
を
み
せ
て
お

り
ま
す
。
部
員
の
人
数
は
決
し

て
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ

　

千
葉
大
学
医
学
部
硬
式
野
球

部
は
大
正
13
年
に
創
部
さ
れ
、

現
在
は
医
学
部
生
16
名
、
薬
学

部
生
１
名
、
看
護
学
部
生
６
名

の
計
23
名
で
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
医
学
部
生

の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
薬

学
部
生
は
学
生
コ
ー
チ
、
看
護

学
部
生
は
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し

て
、
部
活
動
を
支
え
て
く
れ
て

い
ま
す
。
部
活
動
を
運
営
す
る

に
あ
た
っ
て
、
学
生
コ
ー
チ
、
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
存
在
は
必
要
不

可
欠
で
あ
り
、
彼
ら
の
支
え
が

あ
る
か
ら
こ
そ
、
プ
レ
イ
ヤ
ー

は
野
球
に
集
中
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。

　

活
動
日
は
主
に
、
火
曜
日
、

木
曜
日
、
土
曜
日
ま
た
は
日
曜

日
で
あ
り
、
平
日
は
亥
鼻
キ
ャ

ン
パ
ス
に
新
し
く
で
き
た
多
目

的
運
動
場
、
休
日
は
西
千
葉

キ
ャ
ン
パ
ス
野
球
場
や
外
部
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
使
っ
て
練
習
、

試
合
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
部

員
の
半
分
は
、
高
校
野
球
未
経

験
で
あ
り
ま
す
が
、
上
級
生
が

下
級
生
の
指
導
に
あ
た
っ
た
り
、

練
習
の
中
で
プ
レ
ー
の
改
善
点

や
上
手
く
な
る
た
め
の
方
法
を

ゐ の は な 同 窓 会 報

課
外
活
動
団
体
だ
よ
り

千
葉
大
学
医
学
部
硬
式
野
球
部

医
学
部
４
年　

倉　

永　

奬　

太

黙食を呼び掛けるステッ
カーが学内で貼付・配布
されました。
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に
し
た
古
い
港
町
に
は
寺
社
も

多
く
、
い
ま
だ
に
、
二
月
に
は

針
供
養
、
八
月
に
は
施
餓
鬼
な

ど
の
行
事
が
行
わ
れ
る
の
で
あ

る
。

梅
雨
空
を
見
上
げ
て
夫
は
往
診
に

 

　
　

ふ
み
代

　

ご
夫
妻
の
句
集
の
中
で
患
者

さ
ん
の
診
療
に
触
れ
た
句
は
稀

で
あ
る
。
医
師
と
し
て
は
患
者

さ
ん
の
不
幸
に
は
触
れ
が
た
い

と
い
う
心
情
が
働
く
た
め
で
は

な
か
ろ
う
か
、
こ
れ
は
稀
な
例

の
一
つ
。
今
に
も
雨
の
降
り
そ

う
な
空
の
下
卒
寿
に
近
い
ご
主

人
が
往
診
に
行
く
の
で
あ
る
か

ら
ふ
み
代
さ
ん
も
ご
心
配
で
あ

る
が
、
古
く
か
ら
御
親
交
を
重

ね
信
頼
さ
れ
て
い
る
患
者
に
乞

わ
れ
れ
ば
喜
ん
で
応
ず
る
の
が

か
ず
を
先
生
で
あ
る
。
こ
こ
ま

で
来
れ
ば
患
者
も
医
師
も
お
互

い
に
本
望
で
あ
ろ
う
。

　

私
は
大
学
を
退
職
し
て
か
ら

先
生
の
病
院
に
数
年
間
、
隔
週

一
回
、
内
科
診
療
の
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
頂
い
た
が
、
一
番
驚
い

た
の
は
看
護
師
さ
ん
が
患
者
さ

ん
に
対
し
親
切
に
し
か
も
し
っ

か
り
看
護
指
導
を
し
て
い
る
こ

と
で
あ
っ
た
。
看
護
師
長
さ
ん

に
聞
く
と
か
ず
を
先
生
は
短
期

で
手
術
場
で
も
ち
ょ
っ
と
し
た

手
違
い
で
直
ぐ
怒
り
出
す
の
で

す
よ
、
大
変
厳
し
い
先
生
な
の

で
何
遍
も
辞
め
よ
う
と
思
っ
た

の
で
す
が
、
奥
様
が
と
て
も
優

し
く
し
て
く
れ
る
の
で
堪
え
て

開
業
さ
れ
、
一
代
に
し
て
大
き

な
病
院
と
２
つ
の
老
人
健
康
保

健
施
設
を
設
立
し
、
同
時
に
、

第
一
外
科
同
門
会
長
、
千
葉
大

学
ゐ
の
は
な
同
窓
会
理
事
の
労

を
取
ら
れ
た
。
ま
た
、
千
葉
県

医
師
会
副
会
長
、
君
津
・
木
更

津
医
師
会
副
会
長
の
要
職
を
長

年
務
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
功
に

よ
り
、
平
成
24
年
旭
日
双
光
章

の
叙
勲
の
栄
を
賜
っ
て
い
る
。

一
病
に
一
誉
賜
り
年
迎
ふ

 

か
ず
を

病
む
夫
に
運
ぶ
書
物
や
春
を
待
つ

 

ふ
み
代

　

叙
勲
と
い
う
栄
誉
と
は
別
に
、

そ
の
前
後
の
年
は
お
二
人
に

と
っ
て
心
配
事
の
あ
っ
た
年
で

あ
る
。
ま
ず
、
ふ
み
代
さ
ん
が
、

次
い
で
、
か
ず
を
氏
が
大
病
を

患
い
、
入
院
、
手
術
を
受
け
る

こ
と
に
な
っ
た
。
幸
い
お
二
人

と
も
治
療
が
う
ま
く
行
き
、
現

在
、
元
気
に
暮
ら
さ
れ
て
い
る

が
、
二
度
と
出
会
い
た
く
な
い

経
験
で
あ
ろ
う
。

舷
に
身
を
乗
り
出
し
て
海
鼠
突
く

 

　
　

か
ず
を

花
街
の
隅
の
一
寺
や
針
供
養

 

　
　

ふ
み
代

　

ご
夫
妻
の
住
ん
で
い
る
富
津

市
付
近
は
大
き
な
工
場
も
あ
る

が
、
ま
だ
ま
だ
、
自
然
や
古
い

風
習
が
残
っ
て
い
る
場
所
で
あ

る
。
東
京
湾
に
突
き
出
し
た
富

津
岬
を
越
え
る
と
海
も
透
明
に

な
り
、
海
鼠
や
搗
布
の
採
れ
る

海
が
拡
が
る
。
木
更
津
を
中
心

子
（
ホ
ト
ト
ギ
ス
同
人
）、
上
山

永
晃
（
春
燈
同
人
）
等
の
俳
人

を
出
し
て
い
る
。
ホ
ト
ト
ギ
ス

以
外
の
結
社
に
入
会
し
た
方
も

多
い
が
、
凡
秋
先
生
の
包
容
力

あ
る
ご
指
導
の
た
ま
も
の
で
あ

ろ
う
。
青
春
の
頃
こ
の
様
な
会

で
俳
句
の
基
礎
を
教
え
て
頂
き
、

仲
間
と
と
も
に
自
由
に
句
を
作

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
お
二
人

の
俳
句
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
も
の
と
推
測
で
き
よ
う
。
私

が
や
は
ぎ
会
に
入
会
し
た
の
は

大
学
に
入
学
し
て
間
も
な
く
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
頃
、
三
年
上

級
の
か
ず
を
氏
は
学
生
の
中
心

と
し
て
会
を
ま
と
め
る
立
場
に

あ
り
、
田
舎
か
ら
出
た
ば
か
り

の
私
は
い
ろ
い
ろ
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
た
に
違
い
な
い
。
当
時
、

附
属
病
院
検
査
部
主
任
の
ふ
み

代
さ
ん
は
私
よ
り
少
し
後
で
入

会
さ
れ
、
美
人
女
性
の
入
会
に

我
々
若
手
は
大
い
に
喜
ん
だ
も

の
で
あ
る
。

　

か
ず
を
氏
は
大
学
卒
業
後
、

外
科
医
の
道
を
選
ば
れ
、
千
葉

大
学
第
一
外
科
に
入
局
、
そ
の

後
、
御
父
上
の
医
院
を
継
い
で

　

本
句
集
「
梅
が
香
」
は
三
枝

か
ず
を
、
ふ
み
代
ご
夫
妻
の
夫

婦
句
集
と
し
て
「
周
恵
の
里
」

「
泉
汲
む
」
に
次
い
で
第
三
集

と
な
る
句
集
で
あ
り
、
平
成
23

年
か
ら
令
和
３
年
ま
で
の
句
中

そ
れ
ぞ
れ
約
３
０
０
句
ず
つ
を

選
ん
で
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

昭
和
の
初
め
よ
り
終
り
に

か
け
千
葉
大
学
医
学
部
に
当

時
法
医
学
教
授
で
あ
っ
た
加
賀

谷
凡
秋
先
生
（
ホ
ト
ト
ギ
ス
同

人
）
の
主
宰
す
る
や
は
ぎ
会
と

い
う
俳
句
会
が
あ
っ
た
。
三
枝

か
ず
を
・
ふ
み
代
ご
夫
妻
も
私

も
そ
の
一
員
で
あ
る
。
会
員
数

は
決
し
て
多
い
と
は
言
え
な
い

が
、
唐
笠
何
蝶
（
俳
誌
阿
寒
主

宰
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
同
人
）、
山
本

柊
花
（
ホ
ト
ト
ギ
ス
同
人
）、
萩

原
季
葉
（
万
緑
同
人
）、
村
山

さ
と
し
（
万
緑
同
人
）、
布
川
武

男
（
郭
公
、
鹿
代
表
）、
谷
川
章

先
生
に
付
い
て
来
ま
し
た
。
お

か
げ
で
こ
こ
ま
で
な
ん
と
か
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
と

笑
っ
て
教
え
て
く
れ
た
。
厳
し

さ
と
優
し
さ
は
医
師
の
必
要
条

件
で
あ
る
が
、
両
立
す
る
こ
と

は
な
か
な
か
難
し
い
。
そ
の
点
、

か
ず
を
氏
は
二
つ
の
条
件
に
ふ

さ
わ
し
い
方
で
あ
る
が
、
さ
ら

に
、
ふ
み
代
さ
ん
と
云
う
良
き

御
伴
侶
を
得
て
名
医
に
な
る
べ

く
し
て
な
っ
た
の
だ
と
つ
く
づ

く
感
じ
入
っ
た
の
で
あ
る
。

妻
病
め
ば
厨
に
立
ち
て
葱
刻
む

 

　
　

か
ず
を

　

本
当
に
息
の
合
っ
た
ご
夫
婦

で
あ
る
。

（
句
集
梅
が
香
、
跋
を
縮
め
て

一
文
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
）

上
記
の
よ
う
な
現
在
に
至
る
ま

で
の
経
過
を
記
録
し
た
も
の
で

あ
る
。
そ
の
中
で
私
は
、
３
年

に
渡
る
ス
テ
ー
ジ
４
の
大
腸
が

ん
当
事
者
と
し
て
、
ス
テ
ー
ジ

４
の
固
形
が
ん
に
対
す
る
標
準

治
療
の
現
実
、
公
的
医
療
保
険

の
実
状
、
そ
れ
ら
の
は
ざ
ま
で
、

「
抗
が
ん
剤
治
療
は
選
択
し
た
く

な
い
」、「
が
ん
難
民
」
と
も
言

わ
れ
て
い
る
人
々
の
現
状
な
ど

を
考
察
し
た
。

　

そ
し
て
、
現
代
が
ん
医
療
の

欠
落
部
分
と
も
い
え
る
「
が
ん

難
民
」
を
支
援
す
る
方
策
を

色
々
考
え
て
い
る
う
ち
に
「
が

ん
共
存
療
法
」
と
い
う
概
念
に

た
ど
り
着
い
た
。

　

そ
れ
は
、「
が
ん
が
存
在
し

て
い
て
も
、
増
殖
し
な
け
れ
ば
、

す
ぐ
に
命
に
か
か
わ
る
こ
と
は

な
い
。
す
な
わ
ち
、
が
ん
と
の

共
存
は
可
能
で
あ
る
」
と
い
う

考
え
で
あ
る
。

　

ゆ
え
に
、
抗
が
ん
剤
で
は
な

い
方
法
で
、
が
ん
の
増
殖
を
抑

制
す
る
、
理
論
的
な
が
ん
治
療

法
を
探
求
し
、
自
ら
実
践
し
て

き
た
。
そ
し
て
今
、
そ
の
成
果

を
世
に
問
う
時
が
来
た
と
考
え
、

本
書
を
出
版
す
る
こ
と
に
し
た
。

ご
一
読
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。

始
し
た
が
、
過
酷
な
副
作
用
を

経
た
７
ク
ー
ル
終
了
後
の
２
０

１
９
年
５
月
、
両
側
肺
の
多
発

転
移
が
判
明
し
、
以
降
、
ス
テ
ー

ジ
４
の
大
腸
が
ん
患
者
と
し
て

生
き
て
い
る
。

　

日
常
が
壊
れ
る
程
の
抗
が
ん

剤
の
副
作
用
を
体
験
し
た
私
は
、

治
癒
を
前
提
に
は
出
来
な
い
ス

テ
ー
ジ
４
の
標
準
治
療
で
あ
る

抗
が
ん
剤
治
療
を
受
け
る
気

持
ち
に
は
ど
う
し
て
も
な
れ
な

か
っ
た
。

　

そ
れ
以
来
、
標
準
治
療
を
受

け
る
こ
と
な
し
に
３
年
が
経
過

し
た
。
両
側
肺
の
多
発
転
移
は
、

現
在
も
存
在
し
て
い
る
が
、
転

移
発
覚
時
よ
り
も
、
縮
小
し
た

ま
ま
の
状
態
を
維
持
し
て
い
る
。

　

本
書
は
、
発
病
当
初
か
ら
、

　

１
９
８
０
年
代
の
、
悲
惨
と

も
い
え
た
終
末
期
医
療
の
状

況
を
打
開
す
べ
く
１
９
９
０
年

「
病
院
で
死
ぬ
と
い
う
こ
と
」（
主

婦
の
友
社
、
現
・
文
春
文
庫
）

を
世
に
出
し
た
。

　

そ
れ
以
降
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
、

在
宅
緩
和
ケ
ア
と
緩
和
ケ
ア
一

筋
に
歩
ん
で
き
た
が
、
２
０
１

８
年
９
月
大
腸
が
ん
が
判
明
し

た
。

　

同
年
11
月
に
切
除
術
を
受
け

た
。
ス
テ
ー
ジ
３
だ
っ
た
。
再

発
予
防
目
的
の
ゼ
ロ
ー
ダ
を
開

ゐ の は な 同 窓 会 報

三
枝
か
ず
を
（
昭
32
）・
ふ
み
代
著

句
集　

梅
が
香

 

　
　
（
株
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肆
ア
ル
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）
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会
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書
の
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介

山
崎
章
郎
（
昭
50
）
著

ス
テ
ー
ジ
４
の
緩
和
ケ
ア
医
が
実
践
す
る

　

が
ん
を
悪
化
さ
せ
な
い
試
み
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民
間
委
託
契
約
方
式
（PFS

）」、

そ
し
て
全
て
の
領
域
で
、
今
よ

り
も
「
生
物
心
理
社
会
（bio-

psycho-social

）モ
デ
ル
」
の
考

え
方
や
実
践
が
普
及
す
る
だ
ろ

う
。
そ
ん
な
流
れ
を
加
速
し
た

い
と
い
う
思
い
を
込
め
た
第
２
版

で
あ
る
。
初
版
同
様
、
多
く
の

方
に
手
に
取
っ
て
い
た
だ
け
る
こ

と
を
願
っ
て
い
る
。

　

い
ま
だ
に
健
康
格
差
は
残
っ

て
い
る
が
、「
健
康
格
差
の
縮
小
」

は
可
能
で
あ
る
こ
と
は
、
英
米

の
み
な
ら
ず
国
内
で
も
「
健
康

日
本
21
（
第
２
次
）」
中
間
評
価

な
ど
で
確
認
さ
れ
た
。
20
年
前

に
は
一
部
の
研
究
者
し
か
知
ら
な

か
っ
た
「
健
康
格
差
」
や
「
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
」
が
、
今

で
は
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
よ
う
に
、
第
２
版
で
紹
介
し

た
新
し
い
概
念
の
重
要
性
は
、

今
後
10
年
も
し
な
い
う
ち
に
、

医
学
・
医
療
界
に
お
い
て
、
い
や

社
会
で
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
臨
床

に
お
け
る
「
社
会
的
処
方
」、
研

究
に
お
け
る
「
実
装
研
究
」、
政

策
に
お
い
て
は
「
成
果
連
動
型

た
。

　

こ
の
17
年
間
に
、
多
く
の
社

会
疫
学
者
の
手
に
よ
っ
て
研
究

の
蓄
積
が
進
み
、「
お
そ
ら
く

○
○
だ
」
と
初
版
に
記
し
た
仮

説
の
多
く
が
実
証
さ
れ
、
新
た

な
概
念
も
生
ま
れ
た
。「
ゼ
ロ

次
予
防
」
や
「
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
」

「
建
造
環
境
」
な
ど
、
初
版
で

は
触
れ
な
か
っ
た
新
し
い
概
念

を
盛
り
込
ん
だ
第
２
版
を
、
第

32
回
日
本
疫
学
会
学
術
総
会

の
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
２
０
２
２
年
に
出
版
で
き

た
。
こ
の
間
の
研
究
の
成
果
を

踏
ま
え
、
引
用
文
献
の
多
く
を

system
atic review

を
は
じ
め

と
す
る
新
し
い
文
献
に
差
し
替

え
・
追
加
し
た
。

著
と
な
り
、
医
療
費
の
高
騰
を

含
む
多
く
の
問
題
を
抱
え
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
。
皆
様
が
こ
う

し
た
問
題
に
取
り
組
む
中
で
本

書
が
少
し
で
も
参
考
に
な
れ
ば

こ
れ
以
上
の
喜
び
は
あ
り
ま
せ

ん
。

生
と
医
療
の
進
歩
に
よ
り
、
日

本
を
含
む
国
際
社
会
に
お
い
て

今
後
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
み

ま
す
。
多
く
の
国
民
が
長
寿
の

恩
恵
を
受
け
る
の
は
素
晴
ら
し

い
こ
と
で
す
が
、
そ
の
一
方
で
が

ん
患
者
の
高
齢
化
は
さ
ら
に
顕

さ
ら
に
「
認
知
症
を
合
併
し
た

高
齢
が
ん
患
者
の
問
題
」、「
高

齢
者
医
療
に
お
け
る
社
会
的
支

援
制
度
」、「
機
能
評
価
加
算
算

定
」
を
解
説
し
、
各
種
が
ん
の

専
門
的
治
療
、
倫
理
的
問
題
、

社
会
制
度
、
医
療
保
険
制
度
ま

で
網
羅
し
ま
し
た
。
千
葉
大
は

２
０
０
７
年
以
来
、
通
称
「
が

ん
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
養
成
プ

ラ
ン
」（
大
学
院
教
育
の
文
科
省

事
業
）
の
中
心
的
施
設
と
し
て

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
が
、
本
書
は
そ
の
専
攻
生
を

対
象
と
し
た
テ
キ
ス
ト
と
し
て

使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
目
的

と
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
が
ん

の
診
療
・
ケ
ア
を
専
門
と
す
る

広
範
な
医
療
従
事
者
の
お
役
に

立
て
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
執

筆
者
は
全
国
か
ら
各
分
野
の
専

門
家
56
名
に
お
願
い
し
ま
し
た

が
、
千
葉
大
か
ら
は
９
名
の
先

生
（
竹
内
公
一
、
上
野
秀
樹
、

佐
伯
宏
美
、
今
井
千
晶
、
金
子

裕
美
、
田
邉
亜
純
、
中
野
香
名
、

石
橋
み
ゆ
き
、
飛
田
篤
子
の
各

先
生
）
に
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
多
忙
の
中
、
大
変
貴

重
な
原
稿
を
賜
り
あ
ら
た
め
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
公
衆
衛

　

毎
年
１
０
０
万
人
の
日
本
人

が
が
ん
に
罹
患
し
、
40
万
人
弱

が
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
は
が
ん
罹
患
者
の
75
％
、
が

ん
死
亡
者
で
は
87
％
も
の
割
合

を
占
め
て
い
ま
す
（
全
国
が
ん

プ
ロ
協
議
会
会
長
・
松
浦
成
昭

先
生
：
推
薦
の
こ
と
ば
よ
り
）。

が
ん
患
者
の
中
で
高
齢
者
は
多

数
派
を
占
め
る
も
の
の
、
そ
れ

で
も
特
殊
な
集
団
と
考
え
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
認
知
機
能
を
含

む
さ
ま
ざ
ま
な
臓
器
機
能
が
低

下
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
特
別

な
配
慮
が
必
要
だ
か
ら
で
す
。

こ
う
し
た
背
景
で
、
本
書
を
編

集
で
き
た
こ
と
は
私
に
と
っ
て

大
変
有
意
義
で
し
た
。
本
書
は
、

総
論
と
各
論
で
構
成
さ
れ
ま
す

が
、
総
論
で
「
老
年
医
学
の
基

礎
知
識
」
と
「
高
齢
者
が
ん
の

治
療
と
ケ
ア
」
を
解
説
し
た
上

で
、
各
論
で
は
「
各
種
疾
患
に

お
け
る
高
齢
者
治
療
の
実
際
」、

政
策
目
標
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

世
界
医
師
会
や
米
国
内
科
学

会
な
ど
海
外
だ
け
で
な
く
、
日

本
学
術
会
議
や
日
本
プ
ラ
イ
マ

リ
・
ケ
ア
連
合
学
会
も
声
明
や

提
言
を
す
る
に
至
っ
た
。「
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
」
は
厚

生
労
働
白
書
（
２
０
１
４
）
で

取
り
上
げ
ら
れ
、「
健
康
の
社

会
的
決
定
要
因
」
は
医
学
教
育

モ
デ
ル
・
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

（
２
０
１
６
）
に
加
わ
っ
た
。
初

版
（p169

）
に
「
お
そ
ら
く
今

は
社
会
疫
学
の
黎
明
期
で
あ
る
」

と
書
い
た
が
、
社
会
疫
学
は
、

い
ま
や
日
本
疫
学
会
の
会
員
の

専
門
分
野
の
中
で
最
多
の
登
録

分
野
と
な
る
な
ど
隆
盛
期
を
迎

え
て
い
る
。
私
事
な
が
ら
「
健

康
格
差
縮
小
を
目
指
し
た
社
会

疫
学
研
究
」
に
20
年
以
上
取
り

組
ん
で
き
た
こ
と
を
評
価
し
て

い
た
だ
き
「
日
本
医
師
会
医
学

賞
」（
２
０
２
０
）
も
い
た
だ
い

　

拙
著
「
健
康
格
差
社
会

－

何

が
心
と
健
康
を
蝕
む
の
か
」（
医

学
書
院
）
の
初
版
を
出
版
し
た

の
は
２
０
０
５
年
だ
っ
た
。
幸

い
好
評
を
得
て
９
刷
ま
で
増
刷

さ
れ
た
。
当
時
「
健
康
格
差
」

は
も
ち
ろ
ん
、
同
書
で
取
り
上

げ
た
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ

ル
」
な
ど
の
「
健
康
の
社
会
的

決
定
要
因
（SD

H

）」、SD
H

を
解
明
す
る
「
社
会
疫
学
」
を

知
っ
て
い
る
人
は
少
な
か
っ
た
。

　

あ
れ
か
ら
17
年
間
で
、
ず
い

ぶ
ん
と
状
況
は
変
わ
っ
た
。
い

ま
や
「
健
康
格
差
の
縮
小
」
は

W
H

O

総
会
決
議
（
２
０
０

９
）、
日
本
で
も
「
健
康
日
本
21

（
第
２
次
）」（
２
０
１
３
〜
）
で

ゐ の は な 同 窓 会 報

滝
口
裕
一
（
昭
58
）、
礒
部
威
、
津
端
由
佳
里 

編

高
齢
者
が
ん
治
療

　
エ
ビ
デ
ン
ス
＆
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

 

南
江
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定
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６
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）
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藤
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『
健
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会
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掲
載
さ
れ
た
部
分
を
抜
粋
し
て

冊
子
を
作
り
ま
し
た
。
図
１
は
、

道
徳
教
材
集
の
表
紙
に
文
言
を

入
れ
た
も
の
で
す
。
図
２
に
そ

の
１
ペ
ー
ジ
を
示
し
ま
す
。
千

葉
県
立
の
高
等
学
校
１
２
２
校

と
特
別
支
援
学
校
の
生
徒
約
10

万
名
が
目
を
通
す
の
か
と
思
う

と
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
、
こ

こ
に
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

た
。

　

冨
塚
昌
子
・
千
葉
県
教
育
長

に
は
、
内
容
に
賛
同
い
た
だ
き
、

千
葉
県
立
の
高
等
学
校
道
徳
教

材
集
「
明
日
へ
の
扉
Ⅳ
」
に
書

籍
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

第
一
章
に
、
書
籍
の
第
３
話
と

第
70
話
が
４
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ

て
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で

教
育
委
員
会
の
許
可
を
得
て
、

会
員
か
ら

　

同
窓
会
報
１
８
７
号
（
15
面
）

で
ご
報
告
し
た
よ
う
に
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
生
活
習
慣
病
防
止
に

取
り
組
む
市
民
と
医
療
者
の
会

（
愛
称
：
小
象
の
会
）
は
、
千
葉

日
報
紙
に
２
０
１
８
年
10
月
か

ら
２
年
間
掲
載
し
た
生
活
習
慣

病
に
つ
い
て
の
コ
ラ
ム
（
執
筆

者
31
名
）
を
書
籍
に
ま
と
め
て

刊
行
し
ま
し
た
。
そ
の
特
徴
は
、

生
活
習
慣
病
の
怖
さ
を
強
調
す

る
の
で
は
な
く
、
我
々
が
生
ま

れ
て
き
た
こ
と
の
奇
跡
と
生
命

の
精
妙
さ
と
素
晴
ら
し
さ
を
説

い
て
、
身
体
を
大
事
に
し
て
も

ら
お
う
と
の
趣
旨
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
書
籍
は
３
千
冊
作
成
し
て
、

医
療
団
体
の
役
員
や
病
医
院
、

千
葉
市
の
小
中
学
校
や
千
葉
県

の
県
立
高
等
学
校
の
校
長
と
養

護
教
諭
の
先
生
に
寄
贈
し
ま
し

欧州医学史巡り

　

平
成
15
年
度
学
術
振
興
会
特

定
国
派
遣
研
究
者
と
し
て
英
国

に
１
ヶ
月
滞
在
し
ま
し
た
。
本

研
究
課
題
は
「
脳
磁
図
を
用
い

た
言
葉
の
認
知
発
達
機
構
の
国

際
比
較
研
究
」
で
し
た
。
こ
の

期
間
中
リ
ー
ズ
に
２
週
間
滞
在

し
、
英
国
で
の
医
学
教
育
支
援

体
制
を
リ
ー
ズ
大
学
関
係
者
か

ら
聴
取
し
、
英
国
で
の
あ
る
べ

き
医
師
像
な
ら
び
に
そ
の
た
め

の
医
学
教
育
方
針
を
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
リ
ー

ズ
大
学
に
は
、
教
育
病
院
で

あ
るL

eeds G
eneral Infir-

m
ary （LG

I

）&

な
ら
び
にSt. 

Jam
es U

niversity H
ospital

（SJU
H

）が
あ
る
。
後
者
の
キ
ャ

ン
パ
ス
内
に
は
、
医
学
教
育
に
活

用
さ
れ
て
い
る
医
学
史
博
物
館

で
あ
るT

hackray M
edical 

M
useum

が
あ
る
。

　

博
物
館
は
１
９
０
２
年
リ
ー

ズ
に
設
立
さ
れ
た
医
療
供
給
会

社
チ
ャ
ス
・
Ｆ
・
サ
ッ
ク
レ
イ
株

式
会
社
が
起
源
で
あ
る
。
会
社

の
資
源
や
資
料
と
し
て
医
療
機

器
や
書
籍
、
文
献
な
ど
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
所
蔵
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
。
開
館
は
１
９
９

７
年
で
、
当
時
のSt. Jam

es

's 
H

ospital

隣
に
あ
っ
た
リ
ー
ズ

ユ
ニ
オ
ン
会
館
内
に
展
示
さ
れ

た
。
本
博
物
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
、
工
業
事
業
主
の
ポ
ー

ル
・
サ
ッ
ク
レ
イ
と
内
科
医
の

モ
ン
テ
ィ
・
ロ
ゾ
ウ
ス
キ
教
授
の

共
同
出
資
で
設
立
さ
れ
た
。
筆

者
は
以
前
２
度
ほ
ど
館
内
を
見

学
し
た
が
、
２
０
１
９
年
５
月

に
改
修
の
た
め
閉
館
さ
れ
た
が
、

２
０
２
１
年
５
月
に
再
公
開
さ

れ
た
。
今
回
は
改
修
前
の
報
告

で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
す
る
。

　

館
内
は
主
に
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

朝
以
降
の
医
学
史
関
連
が
展
示

さ
れ
て
い
る
。
産
業
革
命
華
や

か
な
り
し
中
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

で
は
、
如
何
に
劣
悪
な
労
働
環

境
で
あ
り
、
成
人
の
長
時
間
労

働
に
加
え
子
ど
も
の
労
働
が
日

常
茶
飯
事
で
あ
っ
た
。
日
本
の

明
治
時
代
の
殖
産
興
業
時
代
で

の
労
働
哀
史
を
思
い
起
こ
さ
せ

る
。
多
く
の
労
働
者
が
狭
い
住

居
環
境
で
生
活
し
、
上
下
水
道

が
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ロ
ン

ド
ン
同
様
コ
レ
ラ
な
ど
が
流
行

し
た
。
ば
い
煙
な
ど
の
た
め
子

ど
も
の
気
道
疾
患
の
増
加
も
多

か
っ
た
。
産
業
革
命
時
代
の
結

核
な
ど
の
感
染
症
の
増
加
、
貧

富
に
よ
る
捨
て
子
や
孤
児
院
の

増
加
、
医
療
機
関
に
か
か
れ
な

い
状
況
な
ど
、
国
民
皆
保
険
制

度
前
の
問
題
は
そ
の
後
の
日
本

と
同
様
で
あ
る
こ
と
を
想
起
さ

せ
る
。
日
本
の
国
民
に
も
知
ら

せ
た
い
歴
史
で
あ
る
。
一
方
、

麻
酔
や
外
科
手
技
の
進
歩
な
ど

が
分
か
り
や
す
く
機
械
や
器
具

の
展
示
に
沿
っ
て
展
示
開
示
さ

れ
て
い
る
。
医
療
機
器
会
社
と

し
て
発
展
し
た
の
で
、
館
内
に

は
整
形
外
科
用
補
助
具
な
ど
が

多
く
展
示
さ
れ
て
い
た
の
が
印

象
に
残
っ
て
い
る
。
千
葉
大
学

で
も
こ
の
よ
う
な
医
学
博
物
館

が
開
設
で
き
た
ら
と
願
う
と
こ

ろ
で
あ
る
。

ゐ の は な 同 窓 会 報

書
籍
『
小
象
の
元
気
！
で
い
こ
う
』
が

　

千
葉
県
立
高
等
学
校
の
道
徳
教
材
集
に

 
紹
介
・
掲
載
さ
れ
ま
し
た

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
小
象
の
会
理
事
長　
　
　
　
　
　

篠　

宮　

正　

樹
（
昭
50
）

リ 

ー 

ズ

杉　

田　

克　

生
（
昭
54
）

図２　道徳教材集の書籍内容掲載部分の１ページ

図１　千葉県立高等学校道徳教材集
の抜粋冊子の表紙　　

欧
州
医
学
史
巡
り

写真　Thackray�Medical�Musium前景



第 190 号 雑 文 雑 談 （ 22 ）

名
は
表
音
文
字
で
あ
る
か
ら
よ

い
の
で
あ
ろ
う
。

は
＝
波　

な
＝
奈
で
あ
る
。
亥

鼻
と
は
結
び
つ
か
な
い
が
、
仮

フ
ィ
ル
の
演
奏
に
よ
る
ヨ
ハ
ン
・

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
二
世
作
曲
「
オ

ペ
レ
ッ
タ
こ
う
も
り
」
が
上
演

さ
れ
る
。

　

ゐ
の
は
な　

千
葉
市
中
央
区

亥
鼻
町
の
一
帯
は
亥
鼻
山
あ
る

い
は
亥
鼻
台
と
呼
ば
れ
て
い
る

が
、
国
土
地
理
院
の
千
葉
県
の

山
と
し
て
は
登
録
さ
れ
て
い
な

い
の
で
通
称
で
あ
る
。「
亥
鼻
」

と
い
う
名
の
由
来
に
つ
い
て
『
千

葉
実
録
』
と
い
う
本
で
「
（
城

の
）
本
丸
が
亥
の
方
向
を
向
い

て
い
る
か
ら
」
と
説
明
さ
れ
て

い
る
が
、
一
方
で
猪
の
鼻
の
形
を

し
て
い
る
か
ら
と
い
う
通
説
が

あ
る
。
ま
た
「
井
の
花
」
と
記

述
し
た
史
料
も
あ
る
。

　

亥
鼻
町
は
銚
子
か
ら
続
く
北

総
台
地
の
端
に
位
置
す
る
。
地

形
図
を
見
る
と
、
大
和
橋
に
面

し
た
神
明
社
が
あ
る
辺
り
は
、

亥
の
方
向
に
突
き
出
し
て
お
り
、

猪
の
鼻
の
形
の
様
で
も
あ
る
。

神
明
社
は
、
千
葉
氏
が
、
千
葉

の
城
を
囲
む
よ
う
に
配
置
し
た

五
つ
の
守
護
神
の
一
つ
と
さ
れ

て
い
る
が
、「
結ゆ
う

城き

の
神
明
」
と

あ
る
の
で
後
世
現
在
地
に
移
さ

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
他
の

四
つ
は
曽そ

場ば

鷹た
か

大
明
神
・
堀
内

牛ご

頭ず

天
王
・
御ご

達た
っ

報ぽ
う

稲
荷
大
明

神
・
千
葉
寺
の
龍
蔵
権
現
で
あ

る
。

　

会
報
の
題
字
「
ゐ
の
は
な
」

は
漢
字
を
崩
し
て
作
っ
た
仮
名

文
字
で
あ
る
。
元
の
漢
字
は
そ

れ
ぞ
れ　

ゐ
＝
為　

の
＝
乃   

よ
う
な
陰
鬱
な
曲
で
は
な
い
。

　

ギ
ル
バ
ー
ト
・
オ
サ
リ
バ
ン

の
本
名
は
レ
イ
モ
ン
ド
・
エ
ド

ワ
ー
ド
・
オ
サ
リ
バ
ン
で
、
ギ

ル
バ
ー
ト
＆
サ
リ
バ
ン
に
因
ん

で
付
け
た
芸
名
で
あ
る
。
筆
者

は
一
時
期
こ
の
二
者
を
混
同
し

て
い
た
。

　

ギ
ル
バ
ー
ト
＆
サ
リ
バ
ン
は
、

英
国
の
台
本
作
家
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

シ
ュ
ウ
ェ
ン
ク
・
ギ
ル
バ
ー
ト
と

作
曲
家
ア
ー
サ
ー
・
シ
ー
モ
ア
・

サ
リ
バ
ン
の
こ
と
で
、
19
世
紀

後
半
の
25
年
間
に
２
人
で
十
数

作
の
「
ラ
イ
ト
オ
ペ
ラ
」
を
作
っ

た
。
当
時
の
大
変
な
人
気
作
家

で
あ
り
、
代
表
作
に
「
ミ
カ
ド
」

が
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る

日
本
ブ
ー
ム
の
火
付
役
に
な
っ

た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　

英
和
辞
典
にG

ilbertian

と

い
う
言
葉
が
載
っ
て
い
る
が
、

「
ギ
ル
バ
ー
ト
流
の   
こ
っ
け
い

な　

と
ん
ち
ん
か
ん
な
」
と
い

う
訳
が
つ
い
て
い
る
。
語
源
は

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ギ
ル
バ
ー
ト
に

由
来
す
る
。

　

ラ
イ
ト
オ
ペ
ラ
と
コ
ミ
ッ
ク

オ
ペ
ラ
（
喜
歌
劇
）
の
異
同
は

別
と
し
て
、
ど
ち
ら
も
オ
ペ
ラ

で
は
な
く
オ
ペ
レ
ッ
タ
に
分
類

さ
れ
て
い
る
。
オ
ペ
レ
ッ
タ
は

歌
劇
で
あ
る
が
、
上
流
階
級
権

力
者
を
皮
肉
っ
た
も
の
で
、
オ

ペ
ラ
の
よ
う
な
芸
術
で
は
な
く

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
だ
と
い

う
。
毎
年
大
み
そ
か
に
ウ
ィ
ー

ン
の
学
友
協
会
で
ウ
ィ
ー
ン

の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

筆
者
は
「
ピ
ン
」
を
針
状
の

ピ
ン
、「
キ
リ
」
を
錐
と
思
っ
て

い
た
。
出
典
は
忘
れ
た
が
、「
ピ

ン
も
錐
も
穴
を
開
け
る
道
具
で

あ
る
。
ピ
ン
で
開
け
る
大
き
さ

の
穴
を
錐
で
開
け
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
錐
で
開
け
る
よ
う
な

穴
を
ピ
ン
で
開
け
る
の
は
大
変

で
あ
る
。
従
っ
て
穴
を
開
け
る

に
は
、
用
途
に
合
っ
た
道
具
が

必
要
で
あ
る
」
と
い
う
説
明
が

あ
っ
た
。「
適
材
適
所
」
の
よ
う

な
意
味
に
な
る
。
筆
者
も
こ
ち

ら
の
解
釈
の
方
が
妥
当
で
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
の
だ
が
。

　

ギ
ル
バ
ー
ト
・
オ
サ
リ
バ

ン
と
ギ
ル
バ
ー
ト
＆
サ
リ
バ
ン   

ギ
ル
バ
ー
ト
・
オ
サ
リ
バ
ン
は
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
出
身
の
歌
手
で
シ

ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
。
代

表
的
な
曲
に
「
ア
ロ
ー
ン
・
ア

ゲ
イ
ン
」
が
あ
る
。
歌
詞
は
不

幸
な
人
生
を
歌
っ
た
も
の
だ
と

い
う
。「
わ
た
く
し
と
し
た
こ
と

が
♫
〜
」
と
い
う
邦
訳
の
歌
詞

が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
少
し
メ

ラ
ン
コ
リ
ッ
ク
で
は
あ
る
が
割

と
軽
快
な
感
じ
の
曲
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
ダ

ミ
ア
が
歌
う
、
自
殺
ソ
ン
グ
と

称
さ
れ
た
「
暗
い
日
曜
日
」
の

　

ビ
ン
か
ら
キ
リ　
『
新
明
解
国

語
辞
典
』（
三
省
堂
）
に
は
、「
上

等
高
級
の
も
の
か
ら
下
等
低
級

の
も
の
ま
で
」
と
説
明
さ
れ
て

い
る
。「
ピ
ン
」
は
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
のpinta

が
語
源
で
ポ
イ
ン
ト

の
意
味
で
あ
り
、
西
洋
カ
ル
タ
・

サ
イ
コ
ロ
の
「
一
」
を
表
す
と

あ
る
。「
キ
リ
」
は
「
切
」
で
区

切
り
の
意
味
だ
と
い
う
。
し
か

し
こ
の
「
一
」
は
基
数
の
番
号

付つ
け

で
あ
っ
て
、
序
数
の
意
味
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、「
一
」

を
最
上
等
と
す
る
根
拠
が
不
明

で
あ
る
。
ま
た
「
ピ
ン
」
と
「
キ

リ
」
の
関
連
性
も
不
明
で
あ
る
。

　

岩
波
書
店
の
『
広
辞
苑
』
で

も
同
様
な
説
明
が
さ
れ
て
い
る
。

一
方
岩
波
文
庫
に
は
さ
ま
っ
て

い
た
栞し
お
りに
載
っ
て
い
る
「
ピ
ン
か

ら
キ
リ
」
の
用
語
解
説
で
「
キ

リ
」
に
つ
い
て
、「
際
限
・
限
度

と
し
て
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
の
ク
ル
ス
が
転
じ

て
十
も
し
く
は
ウ
ン
ス
ン
カ
ル

タ
の
最
高
の
礼
の
意
味
で
、
キ

リ
の
方
が
上
ら
し
い
」
と
記
述

さ
れ
て
お
り
、
カ
ル
タ
の
手
札

の
優
劣
か
ら
の
判
断
の
よ
う
で

あ
る
。
し
か
し
こ
の
説
明
で
は

上
等
下
等
の
意
味
で
は
な
く
、

「
す
べ
て
」
を
指
す
こ
と
に
な
る

ゐ の は な 同 窓 会 報

雑
文
雑
談

語
源
に
つ
い
て　

石　

出　

猛　

史
（
昭
52
）
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第 190 号 編 集 後 記 （ 24 ）ゐ の は な 同 窓 会 報

千葉医学98巻３号　2022年６月
最終講義に代えて

　多彩な皮膚科の未来に向かって 　松江弘之

原著短報

　頚椎環軸関節偽痛風（Crowned dens syndrome・CDS）84例の検討
 　長井仁美

学　　会

　第1445回千葉医学会例会・臓器制御外科学教室談話会

　第1450回千葉医学会例会・第21回呼吸器内科例会

　　（第35回呼吸器内科同門会）

編集後記 　花澤豊行

第97回千葉医学会学術大会

編集方針ならびに投稿規定

Chiba Medical Journal

Chiba Medical Society Award Review

　Tau PET imaging study to elucidate the pathogenesis of neurodegenerative 
　　disorders and facilitate drug discovery process
 　Hitoshi Shimada
Editorial Policy and Instructions for Authors

千葉医学98巻４号　2022年８月
話　　題

　医学用語語源対話　Ⅸ 　杉田克生　池田黎太郎
学　　会

　第1446回千葉医学会例会・令和３年度内分泌代謝・
　　血液・老年内科学例会
　第1458回千葉医学会例会・第39回千葉精神科集談会
編集後記 　岩瀬博太郎
第97回千葉医学会学術大会

第14回（2022年度）千葉医学会賞・奨励賞　受賞者決定

Chiba Medical Journal

Original Article

　Skeletal muscle mass and clinical findings to evaluate the effectiveness of 
　　one-stage surgery in tandem spinal stenosis
 Masaya Mizutani, Yawara Eguchi, Sumihisa Orita, Kazuhide Inage, Yasuhiro Shiga
 Satoshi Maki, Junichi Nakamura, Shigeo Hagiwara, Yasuchika Aoki
 Masahiro Inoue, Masao Koda, Hiroshi Takahashi
 Tsutomu Akazawa, and Seiji Ohtori
Case Report

　Parkinson’s disease and spinal long fusion in a patient who required bilateral 
　　revision surgery for irreducible dislocation of total hip arthroplasties in 
　　rapidly destructive coxarthropathy: a case report
 Jumpei Shoda, Junichi Nakamura, Shigeo Hagiwara, Yuya Kawarai
 Sumihisa Orita, Yawara Eguchi, Kazuhide Inage, Yasuhiro Shiga
 Yoshihiro Sakuma, and Seiji Ohtori

長
崎　

邦
泰
（
昭
24
）

奈
良
林　

定
（
専
25
）

三
橋　

慎
一
（
昭
27
）

武
宮　

英
雄
（
大
阪
歯
大
・
昭
27
）

三
方　

淳
男
（
慶
応
大
・
昭
32
）

清
水　

文
七
（
昭
33
）

母
里　

啓
子
（
昭
35
）

杉
岡　

昌
明
（
昭
37
）

波
多
奈
美
代
（
千
葉
大
薬
・
昭
39
）

野
崎　

忠
信
（
昭
42
）

加
勢　
　

満
（
昭
50
）

赤
嶺　

正
裕
（
昭
51
）

宇
野　

英
雄
（
城
西
歯
大
・
昭
51
）

市
川　
　

崇
（
昭
55
）

三
上　

春
夫
（
昭
57
）

滝
口　

伸
浩
（
群
馬
大
・
昭
59
）

お
く
や
み

　

第
１
９
０
号
の
ゐ
の
は
な
同
窓
会
報
を
お
届
け

致
し
ま
す
。
本
号
も
、
私
達
ゐ
の
は
な
同
窓
会
員

の
姿
を
後
世
に
伝
え
る
貴
重
な
資
料
と
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

コ
ロ
ナ
禍
勃
発
か
ら
３
年
が
経
ち
、
よ
う
や
く

収
束
の
目
処
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
同
様
の
災
禍

で
あ
っ
た
ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
の
災
禍
も
収
束
に
は
３

年
が
必
要
で
し
た
。
す
で
に
、
欧
米
で
は
マ
ス
ク

着
用
の
姿
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す

の
で
、
じ
き
に
本
邦
も
同
様
の
態
勢
に
な
る
こ
と

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

人
類
に
と
っ
て
不
幸
な
こ
と
に
、
ス
ペ
イ
ン
か

ぜ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
起

き
た
た
め
に
、
多
く
の
情
報
が
歪
め
ら
れ
、
残
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
振
り
返
れ
ば
、
病
原
体

は
違
っ
て
も
、
少
な
く
と
も
社
会
・
経
済
に
与
え

た
影
響
は
同
じ
だ
っ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。
人
類

が
、
過
去
の
情
報
を
活
か
せ
て
い
た
の
で
あ
れ

ば
、
収
束
は
も
う
少
し
早
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
「
千
葉
大
学
医
学
部
旧
本
館
：
85
年
の
記
憶
」

が
完
成
し
ま
し
た
。
筆
者
も
編
集
に
関
わ
り
、
過

去
の
記
録
が
散
逸
し
て
い
た
こ
と
を
残
念
に
思
い

ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上
に
、
残
っ
て
い
る
記
録
さ

え
も
、
当
時
者
の
記
憶
を
正
確
に
伝
え
る
こ
と
が

難
し
い
と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。
本
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
は
、
人
物
に
焦
点
を
当
て
て
解

析
す
る
こ
と
を
得
意
と
す
る
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
制

作
を
お
願
い
し
、
正
確
な
記
憶
を
再
現
し
た
至
高

の
作
品
と
な
り
ま
し
た
。
少
し
で
も
医
学
部
本
館

（
旧
病
院
）
で
過
ご
し
た
経
験
の
あ
る
会
員
で
あ

れ
ば
、
涙
腺
が
弛
ん
で
し
ま
う
感
動
の
大
作
で
あ

り
ま
す
。

　

本
号
が
、「
85
年
の
記
憶
」
と
同
様
に
、
人
類

の
記
憶
に
残
る
コ
ロ
ナ
禍
収
束
の
年
に
お
け
る
同

窓
会
員
の
元
気
な
記
憶
を
お
伝
え
で
き
ま
し
た
な

ら
幸
い
で
す
。
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── 会報190号編集委員 ──

諏訪園　靖（平６）編集委員長
杉田　克生（昭54）　　　　　　　飯沼　克博（昭55）
白澤　　浩（昭57）　　　　　　　剣持　　敬（昭58）
今野　　慎（昭62）　　　　　　　小島　広成（平３）
宍戸　忠幸（山梨医大・平８）　　大西俊一郎（平17）
 （敬称略）

ご住所・ご勤務先等に変更がございましたら

ゐのはな同窓会にご一報ください。

電話　（０４３）２０２－３７５０

FAX　（０４３）２０２－３７５３

e-mail：info@inohana.jp


